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豊
見
城
市
職
員
の
懲
戒
処
分
等
に
つ
い
て
～
報
告
と
お
詫
び
～

1
事
案
の
概
要
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
、市
民
健
康
部
市
民
課
職
員
金
城
晃
仁
が
、自
己
に

係
る
相
続
等
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、総
合
行
政
シ

ス
テ
ム
を
使
用
し
、本
市
に
住
民
登
録
の
な
い
親
族
の
住
民
票

及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
を
偽
造
し
、こ
れ
ら
を
用
い
て
金
融
機

関
及
び
法
務
局
に
お
い
て
相
続
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
記
の
事
案
に
つ
い
て
、市
民
健
康
部
市
民
課
長
が
、平
成
27

年
4
月
及
び
6
月
の
2
回
、警
察
署
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り

事
態
を
把
握
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、平
成
28
年
2
月
ま

で
上
司
へ
の
報
告
を
怠
り
、違
法
行
為
を
行
っ
た
職
員
を
引
き

続
き
当
該
業
務
に
従
事
さ
せ
続
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

2
処
分
の
内
容

　
次
の
と
お
り
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

3
特
別
職
の
給
料
減
額
措
置

　
職
員
の
違
法
行
為
に
対
す
る
管
理
監
督
責
任
と
し
て
、左
記

の
と
お
り
減
額
措
置
と
し
ま
す
。

・市

長
　
減
給	

10
分
の
1
　
2
月

・副
市
長
　
減
給	

10
分
の
1
　
2
月

※		

平
成
28
年
第
2
回
定
例
会（
3
月
議
会
）へ
議
案
を
追
加
提
案

し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

4
市
長
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
、本
市
の
職
員
が
、私
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
住
民
票
」及
び「
印
鑑
登
録
証
明
書
」を
偽
造
す
る
と
い
う
、決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
違
法
行
為
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、担
当
課
長
が
、警
察
署
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
上
司
へ
の
報
告
を
怠
り
、市
と
し
て
の
対
応

が
遅
れ
、違
法
行
為
を
行
っ
た
職
員
を
当
該
業
務
に
従
事
さ
せ

続
け
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
文
書
偽
造
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
28
年
3
月
7
日
に
豊
見

城
警
察
署
へ
告
発
状
を
提
出
し
、現
在
、警
察
捜
査
に
協
力
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、市
と
し
ま
し
て
、当
事
者
及
び
関
係

職
員
に
対
し
事
実
確
認
を
行
い
、平
成
28
年
3
月
25
日
付
け
で

処
分
を
行
い
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、職
員
の
違
法
行
為
に
対
す
る

管
理
監
督
責
任
と
し
て
、私
と
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る
こ

と
と
し
、市
議
会
へ
議
案
を
提
案
し
、可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、法
を
守
り
市
民
の
模
範
と
な
る
べ

き
職
員
の
こ
の
よ
う
な
違
法
行
為
に
よ
り
、多
く
の
皆
さ
ま
の

信
頼
を
損
ね
る
こ
と
に
な
り
、多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
、心
か
ら
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
務
員
倫
理
及
び
法
令
遵
守
の
徹
底
に
つ
き
ま
し
て
は
、職

員
に
対
し
日
頃
か
ら
自
覚
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、こ

の
よ
う
な
事
態
と
な
り
、誠
に
残
念
で
責
任
を
痛
感
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、再
発
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、職
員
へ
の
指
導

を
さ
ら
に
徹
底
し
、市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
一
日
も
早
く
回

復
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

豊
見
城
市
長
　
宜
保
　
晴
毅

所
属
・
職
名
　
市
民
健
康
部
市
民
課
主
幹

氏

名
　
金
城
　
晃
仁

年
齢
・
性
別
　
44
歳・男
性

処
分
年
月
日
　
平
成
28
年
3
月
25
日

処
分
内
容
　
懲
戒
免
職

処
分
理
由
　		

服
務
違
反
、法
令
等
遵
守
義
務
違
反
及
び
信
用

失
墜
行
為

適
用
法
令
　		

地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
1
項
第
1
号
、第
2

号
及
び
第
3
号

所
属
・
職
名
　
市
民
健
康
部
市
民
課
長

年
齢
・
性
別
　
50
代・男
性

処
分
年
月
日
　
平
成
28
年
3
月
25
日

処
分
内
容

	

　		

懲
戒
減
給（
給
料
月
額
の
10
分
の
1
を
2
月
減
給
）

　
　
　
　
　
　
分
限
降
任

処
分
理
由
　		

服
務
違
反
、法
令
等
遵
守
義
務
違
反
及
び
信
用

失
墜
行
為

適
用
法
令
　		

地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
1
項
第
1
号
、第
2

号
及
び
第
3
号（
懲
戒
）

　
　
　
　
　
　
同
法
第
28
条
第
1
項
第
3
号（
分
限
）

所
属
・
職
名
　
市
民
健
康
部
長

年
齢
・
性
別
　
50
代・男
性

処
分
年
月
日
　
平
成
28
年
3
月
25
日

処
分
内
容
　
懲
戒
戒
告

処
分
理
由
　
管
理
監
督
責
任

適
用
法
令
　
地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
1
項
第
1
号
及
び
第
2
号
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固定資産税の納付について
　４月は固定資産税第 1 期の納期月となっています。
納期内に自主納付をお願いします。コンビニエンスス
トアでの納付も可能となっていますので、ぜひご活用
ください。
　都合で期限内に納付できない場合には、『納税相談』
や『分割による納付手続き』などもございますので、納
税課までお早めにお問い合わせください。
※分割による納付手続きを行った税は、口座振替がで
きませんのでご了承ください。

口座振替をご利用になると便利です！
　金融機関から自動的に振り替えられるため、納めに
行く手間が省け、納め忘れもなくなります。（預金残高
にはご注意ください）
　手続きは金融機関に、通帳届出印、通帳、納付書を
持参し、備えつけの口座振替依頼書へ必要事項を記入し、
申込みます。（詳しくは、各金融機関にお問い合わせく
ださい）
　口座振替での納付済金額は、記帳もしくは市役所から
送付される「口座振替領収書」（ハガキ）でご確認できます。
納付期限が過ぎた市税の納付について

　お手持ちの納税通知書・再発行納付書の納付期限が
過ぎてしまった場合、各金融機関での納付ができなくなっ
たり、延滞金が加算されますのでご注意ください。
　納付期限が過ぎてしまった場合は、納税課までご連
絡くださいますようお願いします。

お問い合わせ　納税課　☎850-0242

　MR2期予防接種および高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種について、以下のとおり費用助成を実施します。市内
に住民登録があり対象となる方には、4月下旬頃に個別で予診票を発送します。接種を希望する方は、かかりつけ
の医師と相談するなど、その効果や副反応のリスク等について十分理解のうえ、接種するかどうかご判断ください。
【平成28年度の対象となる接種期間】 ○平成29年3月31日まで　【費用助成の回数】 ○一人につき1回限り
【自 己 負 担 額】 ○MR2期　無料
　　　　　　　　　 ○高齢者肺炎球菌ワクチン　3,000円（ただし、生活保護受給世帯の方は無料）
【接 種 場 所】 ○指定医療機関（個別通知に記載）
【受 け 方】○  指定医療機関に電話予約のうえ、市役所から送付される通知（予診票）を持参して接種してく

ださい。（要予約）
【対象者（MR2期）】 ①平成22年4月2日〜平成23年4月1日生まれの者
【対象者（高齢者肺炎球菌ワクチン）】　次に挙げる生年月日の方　①予防接種法による対象者（平成28年度）
○昭和26年4月2日〜昭和27年4月1日 ○昭和21年4月2日〜昭和22年4月1日
○昭和16年4月2日〜昭和17年4月1日 ○昭和11年4月2日〜昭和12年4月1日
○昭和6年4月2日〜昭和7年4月1日 ○大正15年4月2日〜昭和2年4月1日
○大正10年4月2日〜大正11年4月1日 ○大正5年4月2日〜大正6年4月1日
②  60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能やヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能

の障害にかかる身体障害者手帳1級を持っている方
③75歳以上で①の年齢の時に費用補助を受けていない方（本市独自の補助です）

平成28年度はり・きゅう等施術利用券の交付
対象者　本市の国保加入者で、末梢神経疾患または運動器疾患がある方
助成金額　利用券1枚につき1,000円（1人1日1回まで利用可）　交付枚数　1人につき年間12枚
有効期限　発効日〜平成29年3月31日（ただし、有効期限内でも豊見城市国保の資格喪失後は無効）
利用場所　市で登録されたはり・きゅう等施術所　申請期間　4月11日（月）〜定員に達するまで
窓　　口　健康推進課　特定健診班へ直接申請（簡単な問診票の記入があります）
必要な物　国民健康保険被保険者証　※詳しくは健康推進課までお問い合わせください。

①平成28年度青年就農給付金事業（経営開始型）
≪趣旨≫
　45歳未満の青年等の就農への意欲を高め、就農後も
安心して農業を続けていただくため、経営が安定しな
い就農直後の所得が確保できるよう支援します。
≪事業内容≫
　農業を始めてから経営が安定するまでの最長
5年間、年間最大150万円（※）給付します。
※給付金額は所得に応じて変動します。
②平成29年度新規就農一貫支援事業（平成28年度は募
集終了）
≪趣旨≫
　就農5年目までの新規就農者の就農意欲の喚起と就
農後の定着を図ります。
≪事業内容≫
　農業機械・施設等の初期の導入費用に対し一部補助
を行います。
開催日時　4月22日（金）14時〜
開催場所　市役所3階第1会議室

お問い合わせ　農林水産課　☎850-5305

新規就農者向け給付金等の
説明会を開催します!

納税課からのお知らせ

健康推進課からのお知らせ
ＭＲ（麻しん・風しん）2期予防接種および高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種について

お問い合わせ
健康推進課　☎850-0215
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は

じ

め

に

　

本
日
、
平
成
28
年
第
２
回
豊
見
城
市
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信

を
申
し
述
べ
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
が
公
約
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
ビ
ジ
ョ
ン
「
と
み

ぐ
す
く
を
日
本
一
楽
し
く
・
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
」

を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
各
種
施
策
や
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
11
月
を
も

ち
ま
し
て
、
市
長
就
任
６
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
市
政
を
預
か
る
責
任
を

重
く
受
け
止
め
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、

誠
心
誠
意
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
で
あ

り
ま
す
。
市
民
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
は
、
安
全
保
障
関
連
法
の
成
立
、

関
東
・
東
北
の
豪
雨
被
害
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施

行
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
と
物
理
学
賞
の
２

分
野
に
お
い
て
日
本
人
の
受
賞
、
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ

ト
旅
客
機
の
試
験
飛
行
成
功
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
お
い
て
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
３
勝
を
あ
げ

る
活
躍
を
す
る
な
ど
、
今
後
の
転
換
点
と
な
る
出
来

事
が
多
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
食
育

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
幼
稚
園
で
の
給
食

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の

教
育
・
子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
、「
ゆ
た
か
幼

稚
園
・
小
学
校
」
と
法
人
認
可
保
育
園
「
め
ぐ
み
の

森
保
育
園
」
が
開
校
、
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
調
査
し
て
お
り
ま
す

全
国
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国
２
位
、
住
み
よ
い

街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
県
内
１
位
を
獲
得
す
る
な
ど
本

市
の
活
況
が
伝
わ
っ
て
く
る
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
豊
見
城
中
学
校
野
球
部
の
全
国
制
覇
や

上
田
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
同
好
会
の
全
日
本
リ
コ
ー

ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
受
賞
な
ど
、
と
み
ぐ
す
く
っ

子
の
輝
か
し
い
未
来
を
期
待
さ
せ
る
目
覚
ま
し
い
活

躍
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な

視
野
に
た
ち
と
み
ぐ
す
く
を
元
気
に
す
る
様
々
な
施

策
・
事
業
に
つ
い
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
計
画

的
に
取
り
組
み
、
豊
見
城
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向

け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
や
豊
崎
地
区
臨
空
産
業
用
地
の
観
光
拠

点
化
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
西
海
岸
地
区
の
優
位
性

を
い
か
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地
方
創
生
事
業
や

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し
、
本

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
ひ
と
・
そ
ら
・
み
ど
り
が
つ

な
ぐ
響
む
ま
ち
と
み
ぐ
す
く
」
を
常
に
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
28
年
度
に
お
け
る
主
要
施
設
の

概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

協
働
と
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

は
じ
め
に
、「
協
働
と
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

生
活
の
基
盤
で
あ
る
自
治
会
に
お
い
て
、
魅
力
あ
る

自
治
活
動
の
新
た
な
取
り
組
み
や
提
案
等
を
支
援
し

て
い
く
と
と
も
に
、
自
治
会
加
入
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
を
作
成
・
配
布
し
、
新
規
加
入
の
促
進
に
自
治

会
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
へ
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
市
民

団
体
活
動
支
援
事
業
」
を
と
お
し
て
、
創
意
工
夫
に

あ
ふ
れ
た
活
動
を
企
画
・
実
施
す
る
市
民
団
体
等
に

対
し
て
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
を
元
気
に
す
る
〝
と
み
ぐ
す
く
ん

ち
ゅ
〟
発
掘
・
育
成
研
修
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
中
央
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
子
ど
も

会
、
青
年
連
合
会
及
び
婦
人
連
合
会
等
の
活
動
の
維

持
・
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
政
に
関
す
る
情
報
公
開
請
求
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
共
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
く
た
め
、
広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
し
て
幅
広
く
市
民
に
お
知
ら
せ
し
、
情
報
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
の
機
会
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
意
見
を
聴
取
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」（
行
政
懇

談
会
）
の
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
交
流
に
関
わ
る
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民

の
皆
様
が
気
軽
に
参
加
・
交
流
で
き
る
よ
う
情
報
の

発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
相
互
の
交
流
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
と

み
ぐ
す
く
祭
り
」、｢

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

、

｢

全
沖
縄
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り｣

、｢

豊
見
城
市

青
年
祭
り｣

を
引
き
続
き
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
み
ぐ
す
く
祭
り
は
、
本
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
市
民
交
流
の
場
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
本
市
の
魅

力
を
広
く
内
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

▲全国制覇した豊見城中学校野球部

 
平
成
28
年
度 

施
政
方
針

　平成28年第2回市議会定例会（大城吉
徳議長）が、3 月 2 日から 25 日の日程で
開催され、市執行部から提案された平成
28年度一般会計予算302億1,200万円、
特別会計予算 99 億 8,009 万 7 千円、企
業会計予算 20 億 7,423 万 8 千円が、原
案どおり可決されました。
　平成 28 年度の施政方針、予算につい
てご説明いたします。
※全文掲載。

◀�

金
賞
受
賞
し
た
上
田
小
学

校
リ
コ
ー
ダ
ー
同
好
会
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県
外
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
つ
の
姉

妹
都
市
と
の
交
流
を
軸
に
青
少
年
の
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
、
宮
崎

県
高
千
穂
町
と
の
人
事
交
流
を
再
開
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
機
に
経
済
交
流
や
文
化
交
流
等
も
積
極
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年

度
は
「
第
６
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
の

開
催
年
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
併
せ
て
、「
第
６

回
世
界
の
ト
ミ
グ
ス
ク
ン
チ
ュ
大
会
」
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ト
ミ
グ
ス
ク
ン
チ
ュ
大
会
に
お
い
て

は
、「
豊
見
城
市
青
少
年
国
際
交
流
事
業
」
に
お
い
て
、

ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
生
徒
達
を
参
加
さ
せ
、
国
際
交

流
の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
育
成
に
も
繋
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
の
ト
ミ
グ
ス
ク
ン
チ
ュ
の
皆
様
と
、

友
情
や
交
流
の
絆
を
よ
り
強
く
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
、「
豊
見
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
８
月
に

ペ
ル
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
沖
縄
県
人
ペ
ル
ー
移
住

110
周
年
記
念
祝
典
」
に
参
加
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
中
学
生
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ

イ
州
へ
派
遣
す
る｢

豊
見
城
市
青
少
年
国
際
交
流
事

業｣

を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
意
識
の
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
紙
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
各
種
媒
体
を
活
用
し
人
権

意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
関
連
施
設
な
ど
に
お
い
て
、
人
権
擁

護
に
関
わ
る
啓
発
・
教
育
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
の
実

現
を
図
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
、
消
費
生
活
相
談

を
は
じ
め
と
す
る
消
費
者
行
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豊
見
城
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
及
び
第
２
次
豊

見
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
標
語
募
集
を
行
い
、
す
べ
て
の

人
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
多
様
な
生
き
方
を
選
択

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
和
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
に
沖

縄
戦
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
会
、
８
月
に
写
真
パ
ネ
ル

展
示
に
よ
る
原
爆
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
民

や
団
体
へ
の
原
爆
展
写
真
パ
ネ
ル
貸
出
事
業
を
実
施

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
平
和
意
識
の
普
及
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
と
広
島
県
大
竹
市
の
中
学
生
が
、
平

和
の
大
切
さ
や
生
命
の
尊
さ
を
共
に
学
ぶ
平
和
交
流

を
引
き
続
き
実
施
し
、
青
少
年
の
人
材
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
が
活
き
る
学
び
と
文
化
の
ま
ち
づ

く
り

　

次
に
、「
子
ど
も
が
活
き
る
学
び
と
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
に
つ
き

ま
し
て
は
、
園
児
に
基

本
的
な
生
活
習
慣
や
健

康
・
体
力
の
育
成
、
自

主
・
自
律
の
精
神
及
び

規
範
意
識
の
育
成
に
引

き
続
き
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
に
と
も
な
い
、
幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
の
拡
充

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
座
安
幼
稚
園
・
ゆ
た
か
幼
稚
園
の
複
数
年

保
育
を
継
続
実
施
し
、
新
た
に
豊
見
城
幼
稚
園
・
と

よ
み
幼
稚
園
で
も
複
数
年
保
育
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
田
幼
稚
園
建
設

工
事
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
幼
稚
園
の
保
育
室
、

遊
戯
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

家
庭
・
地
域
、
保
育
と
の
連
携
の
強
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
就
学
前
児
童
の
保
育
・
教
育
の
拡
充
と
保

護
者
の
利
便
性
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
、
福
祉
部

に
「
保
育
幼
稚
園
課
」
を
新
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
曜
日
に
保
護

者
が
働
い
て
い
る
園
児
を
対
象
に
、
新
た
に
公
立
幼

稚
園
に
お
い
て
も
土
曜
日
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
保
育
を
必
要
と
す
る
全
園
児
の
受
け
入

れ
と
早
朝
保
育
の
受
け
入
れ
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
専
任
の
人
員
を
配
置
し
て
、
小
学
校
と

幼
稚
園
・
保
育
所
の
連
携
に
よ
る
「
接
続
期
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖
縄
県
の

学
力
向
上
主
要
施
策
「
夢
・
に
ぬ
ふ
ぁ
星
プ
ラ
ン
Ⅲ
」

と
連
鎖
し
た
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
学
習
を
支
え
る
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
が
重

要
に
な
る
こ
と
か
ら
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」

と
「
て
く
て
く
登
校
」
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
指
定
「
授
業
改
善
に
係
る

指
導
方
法
工
夫
改
善
研
究
指
定
校
」
事
業
に
よ
り
実

践
的
な
学
習
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

市
教
育
委
員
会
指
定
研
究
事
業
を
と
お
し
て
、
教
職

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
授
業
の
充
実
を
図

る
観
点
か
ら
小
学
校
に
１
名
、
中
学
校
に
３
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
継
続
し
て
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
中
学
生
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」、

「
英
語
ス
ト
ー
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
豊
見
城
市
青

少
年
国
際
交
流
事
業
」
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
中

学
生
の
英
語
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
心

を
育
む
こ
と
や
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
、
空
手
講
師

を
派
遣
し
て
沖
縄
の
伝
統
文
化
で
あ
る
空
手
教
育
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
田
小
学
校

改
築
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
に
取
り
組

み
、
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
へ
と
計
画
的
に

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
暑
く
て
授
業
に
支
障
の
あ
る
教
室
へ
の

ク
ー
ラ
ー
設
置
、
消
防
設
備
や
電
気
設
備
の
修
繕
等

を
行
い
、
児
童
生
徒
の
安
全
と
教
育
環
境
の
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
産
野
菜
を
最

大
限
活
用
し
た
地
産
地
消
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
安
全
・
安
心
な
食
材
の
確
保
及
び
沖
縄
の
郷
土

食
や
行
事
食
も
取
り
入
れ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
の
安
全
・
確
実
な
提
供
の
た
め
、
老

朽
化
し
た
食
器
洗
浄
機
、
ト
レ
ー
洗
浄
機
及
び
連
続

揚
物
機
の
買
い
換
え
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
育
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給

食
セ
ン
タ
ー
見
学
の
奨
励
や
学
校
に
お
け
る
食
育
授

業
の
実
施
等
で
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
園
児
、
児
童
生
徒
へ
の
特
別
支
援

教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
園
児
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
特
別
支
援
教
育
を
行
う
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

心
因
性
の
不
登
校
児
童
生
徒
が
通
う
「
市
適
応
指

導
教
室
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
と
の
緊
密
な
連

携
に
よ
っ
て
、
通
室
す
る
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の

向
上
と
登
校
復
帰
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

指
導
上
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
自
立
支
援
教
室
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
同
指
導
員
を
学
校
へ
派
遣
し
、

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
の
解
消
と
未
然
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
等
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
じ
め
等

の
起
こ
り
に
く
い
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
各
種
相
談
員
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
教
育
相
談
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体
制
の
充
実
と
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

で
、
い
じ
め
等
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
解

決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
学
援
助
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
保
護
世

帯
に
準
ず
る
程
度
に
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

で
、
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
、
学
用
品
費
等
の
就
学
上
必
要
な
経
費
を

援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
各
中
学
校
区
に
配
置
し
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
各
種
支
援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

育
英
会
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に
対
し
、
学
資
貸
与
を
行

い
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
「
豊
見
城
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
お
い
て
、「
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
教
育
・
保
育
事
業
や
子
育
て
支
援
体
制
の

整
備
」
及
び
「
教
育
・
保
育
の
量
の
確
保
と
質
の
向

上
」
を
目
指
し
「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
「
保

育
幼
稚
園
課
」
に
配
置
し
て
、
保
護
者
へ
の
支
援
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
待
機
児
童
対
策
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
の
諸
施
策
を
中
心
に
展
開
し
、

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

認
可
外
保
育
園
や
自
治
会
幼
児
園
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

新
す
こ
や
か
保
育
事
業
の
継
続
実
施
や
食
育
推
進
の

観
点
か
ら
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
士
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
保
育
体

制
強
化
事
業
や
保
育
士
特
別
配
置
等
支
援
事
業
な
ど

を
活
用
し
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

保
育
士
の
養
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
保
育

士
確
保
対
策
事
業
を
活
用
し
、
保
育
士
試
験
対
策
講

座
を
開
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
質
の

向
上
を
図
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
お
け
る
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
引
き
続
き
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
、
地
域
と
連
携
し
た
子
育
て

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

28
年
度
も
国
や
県
の
補
助
対
象
年
齢
に
基
づ
い
て
、

「
自
動
償
還
払
い
」
で
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

個
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ま
た
は
養
育
上
困

難
を
抱
え
る
親
子
へ
の
支
援
と
し
て
、
臨
床
心
理
士

の
増
員
配
置
及
び
「
巡
回
相
談
」
の
対
象
を
幼
稚
園

ま
で
拡
大
し
、
相
談
体
制
の
強
化
、
早
期
支
援
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
養
育
支
援
が
必
要
な
家
庭
を
訪
問
し
、
養

育
に
対
す
る
専
門
的
な
相
談
、
支
援
や
助
言
、
家
事

育
児
援
助
等
の
「
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
等
の
社
会
的
な
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
た
な
班
を
設
置
し
相
談
支
援
事
業
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
機

関
と
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
迅
速
な
対
応
と
未
然

防
止
に
向
け
た
広
報
や
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社

会
的
な
自
立
に
向
け
た
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、

経
済
的
に
も
よ
り
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
保
全
・
継
承
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
豊
見
城
城
址
公
園

地
内
に
お
い
て
（
仮
称
）
工
芸
の
杜
及
び
豊
見
城
城

址
跡
地
基
本
計
画
に
と
も
な
う
豊
見
城
グ
ス
ク
範
囲

確
認
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
振
興
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
文
化
協
会

が
主
催
す
る
「
総
合
文
化
祭
」
を
は
じ
め
、
し
ま
く

と
ぅ
ば
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
る

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
子
ど
も
教
室
」
な
ど
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
事
業
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
真
玉
橋
遺
構

な
ど
市
指
定
文
化
財
の
適
切
な
保
全
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
文
化
財
説
明
板
」
並
び
に

「
文
化
財
標
柱
」
の
整
備
設
置
や
、「
文
化
財
」
の
保

存
措
置
な
ど
を
と
お
し
て
、
地
域
に
残
さ
れ
た
貴
重

な
文
化
財
へ
の
関
心
を
高
め
、
あ
わ
せ
て
市
民
の
地

域
学
習
や
観
光
振
興
な
ど
へ
幅
広
く
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

文
化
事
業
の
実

施
と
関
連
施
設
の

充
実
に
つ
き
ま
し

て
は
、
歴
史
民
俗

資
料
展
示
室
の
充

実
に
取
り
組
み
、

市
内
各
学
校
の
総

合
学
習
を
は
じ
め
、

市
民
の
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
企
画

展
や
文
化
講
座
を

開
催
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
「
組
踊
学
校
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
、

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る
「
組
踊
」
に
接

す
る
機
会
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
郷
土
文
化
へ
の

関
心
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
史
の
編
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
に
お

け
る
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
の
教
育
・
文
化
等
の
歴
史

や
終
戦
直
後
の
社
会
の
歩
み
と
、
本
土
復
帰
前
後
の

豊
見
城
の
産
業
・
経
済
の
変
化
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

多
角
的
な
視
点
か
ら
『
社
会
と
文
化
・
教
育
編
』
の

編
集
作
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
生
涯
学
習
体
制
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
種
多
様
化
す
る
市
民
の
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
生
涯
学
習
環
境
及
び
学
習
内
容
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
中
央
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
図
書
資
料
の
厳
選
・
充
実
を
目
指
す
と

と
も
に
、
読
書
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
魅
力
的
な
行

事
へ
の
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
館
時

か
ら
稼
働
し
て
い

る
ク
ー
ラ
ー
の
入

れ
替
え
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
快
適

な
環
境
を
整
え
市

民
が
利
用
し
や
す

い
施
設
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
彩
な
生
涯
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
に
つ
き
ま
し

て
は
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
が
参
加
し
や
す
い

公
民
館
講
座
を
開
講
す
る
と
と
も
に
、
外
国
の
文
化

に
親
し
む
講
座
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
公
民
館
と
の
連
携
を
密
に
図
り
、

地
域
か
ら
要
望
の
あ
る
講
座
を｢

移
動
公
民
館
講
座｣

と
し
て
引
き
続
き
開
講
し
、
地
域
活
性
化
の
一
役
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

｢

豊
寿
大
学｣

に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
仲

間
づ
く
り
と
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域
文
化

の
振
興
に
参
画
す
る
活
力
あ
る
指
導
者
の
資
質
を
養

う
た
め
引
き
続
き
開
講
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ま
れ
る
地
域
環
境
づ
く
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、｢

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業｣

や｢

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業｣

を
引
き
続
き

実
施
し
、
事
業
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

共
助
で
つ
く
る
健
康
文
化
と
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り

　

次
に
、「
共
助
で
つ
く
る
健
康
文
化
と
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
健
康
と
み
ぐ
す
く
21
（
第
二
次
・
改
定
）」
の
全
体

目
標
で
あ
る
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」

を
め
ざ
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く

▲市指定文化財の「真玉橋遺構」

▲開館20周年をむかえた市立中央図書館
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り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

が
ん
検
診
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
20

歳
以
上
の
市
民
へ
助
成
を
行
い
、
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
受
診
勧
奨
に
努
め
、
健

康
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
心
理
相
談
事

業
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業
、
乳
幼
児
健
康
診
査

事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年

度
よ
り
新
た
に
２
歳
児
歯
科
検
診
事
業
を
実
施
し
、

虫
歯
罹
患
率
の
減
少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
母
子
保
健
推
進
員
と
の
連
携
に
よ
り
、
乳
児

の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
成

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

食
育
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
食
育
と
よ

み
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
食
育
実
践
・
推
進

に
取
り
組
み
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
食
育
を
と
お
し

て
健
全
な
身
体
と
精
神
を
培
え
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
で
定
め
ら

れ
た
各
種
の
予
防
接
種
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

に
つ
き
ま
し
て
は
、
76
歳
以
上
で
法
定
接
種
の
対
象

外
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
引
き
続
き
助
成
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
が

い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
制
度
の
健
全
な
運
営
と
医
療
費
の
適
正
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
適
正
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
々
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
健
診
を
引
き
続
き
実
施
し
、
特
定
健

診
受
診
率
、
特
定
保
健
指
導
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
体
育
館
や
民
間
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
利
用
し
た
健
康
教
室
を
引
き
続
き
実
施
し
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
予
防
や
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に
よ
る
基
盤
強

化
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
国
保
の
広
域
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
国
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
市
民
へ

の
負
担
軽
減
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
納
付
相
談
を
行
え
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
体
制
の
見
直
し
を
行
い
自
主
財
源
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖
縄

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
て
、
引
き

続
き
制
度
の
円
滑
な
運
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
適

切
な
役
割
分
担
の
下
、
市
民
の
年
金
制
度
全
般
に
関

わ
る
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
年
金
納
付
率
の

低
下
を
防
ぐ
た
め
若
年
者
に
対
し
成
人
式
で
記
念
品

の
配
布
を
行
い
、
年
金
制
度
の
周
知
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
維
持
・
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
質
の
高

い
施
設
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強
化
合
宿
誘

致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
児

童
生
徒
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
」、「
新
春
健
康
マ
ラ
ソ

ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
と
お
し
て
市
民
の
健
康

づ
く
り
及
び
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
指
導
者
の
資
質

や
技
能
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
豊
見
城
市
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
幅

広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催
し
、
競
技
人

口
の
底
辺
拡
大
、
競
技
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
派
遣
費
補
助
事
業
の
継
続
実
施

に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
専
門
的
知

識
を
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
第
６
期
豊
見

城
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
に

適
し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
そ
の
人
ら
し
く
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
社
会
参
加
や
交
流
機
会
の
提

供
等
で
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
、
心
身
と
も
に

健
康
で
活
動
的
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
介
護

予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
生

き
が
い
づ
く
り
」

と
「
元
気
な
高
齢

者
」
の
雇
用
を
促

進
す
る
た
め
、
豊

見
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の

支
援
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に

つ
き
ま
し
て
は
、

「
障
害
者
計
画
及

び
第
４
期
障
害
福

祉
計
画
」
の
施
策

を
踏
ま
え
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
関
係
機
関
や
地
域
が
連
携
し

た
支
援
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
障
害
者

就
労
施
設
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
等
を
解
消
す
る

た
め
の
支
援
等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て

の
市
民
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
生

社
会
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
社
会
福
祉
制

度
や
社
会
保
障
制
度
を
活
用
し
て
も
な
お
困
窮
状
態

か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

稼
働
能
力
が
あ
る
受
給
者
に
対
し
て
は
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
就
労
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
経
済
的
・

社
会
的
自
立
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者
に

つ
い
て
は
、
そ
の
状
態
に
応
じ
た
社
会
福
祉
制
度
・

社
会
保
障
制
度
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
な
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
重

点
施
策
で
あ
る
「
全
て
の
子
供
た
ち
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、

子
ど
も
の
貧
困
を
把
握
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
た
め
貧
困
対
策
支
援
員
の
配
置
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
環
境
と
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り

　

次
に
、「
持
続
可
能
な
環
境
と
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る

「
漫
湖
」、
そ
の
他
「
饒
波
川
」、「
豊
崎
干
潟
」、「
瀬

長
島
」
を
は
じ
め
と
す
る
水
辺
空
間
、
史
跡
や
斜
面

緑
地
が
残
る
「
豊
見
城
城
址
」
周
辺
な
ど
、
貴
重
な

自
然
環
境
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
自
然

環
境
を
残
し
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
環
境
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
漫
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、

環
境
保
全
活
動
、
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

公
害
問
題
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
養
豚
場

を
は
じ
め
と
す
る
悪
臭
問
題
等
を
関
係
機
関
と
連
携

し
て
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
質
汚
濁
に
つ
い

て
も
市
内
主
要
河
川
の
水
質
調
査
を
行
い
、
調
査
監
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視
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
航
空
機
騒
音
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

覇
空
港
周
辺
住
宅
地
域
に
航
空
機
騒
音
測
定
局
を
設

置
し
常
時
監
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
が

保
有
す
る
航
空
機
騒
音
自
動
監
視
シ
ス
テ
ム
に
リ
ン

ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
測
定
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
な
ど
監
視
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
糸
満
市
・
豊
見
城

市
清
掃
施
設
組
合
負
担
金
に
「
ご
み
排
出
量
割
」
を

導
入
す
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
分
別
徹
底
や
生
ご
み

自
己
処
理
奨
励
金
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

自
治
会
等
に
よ
る
資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
で
資
源

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
美
化
と
不
法
投
棄
防
止
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
治
会
が
実
施
す
る
清
掃
活
動
に
対
し
て
引

き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
不
法
投
棄
の
監
視
活
動
等
を
行
い
、
快
適
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
の
墓
地
需
要

を
見
据
え
た
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
公
営
墓
地
整

備
計
画
を
策
定
し
、
墓
地
形
態
、
建
設
用
地
等
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊

見
城
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
に
基
づ
き
既
存

の
自
治
会
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
は
市
管
理
の
既
存
防
犯

灯
に
つ
き
ま
し
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

災
害
に
強
い
建
築
物
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
民
間
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
」
及
び
「
民
間
特
定

建
築
物
耐
震
診
断
・
改
修
等
事
業
」
を
引
き
続
き
実

施
し
、
民
間
住
宅
及
び
特
定
建
築
物
の
耐
震
化
の
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

雨
や
土
砂
災
害
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
全
国
的
に
頻

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
気
象
情
報
の
収
集

や
各
種
の
防
災
訓
練
の
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
速
や

か
に
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
行
え
る
体
制
づ
く
り

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」
の
精
神
が

根
ざ
し
た
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
自
主
防
災
組
織
が
設

立
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
発
弾
へ
の
対
応
に
つ

き
ま
し
て
は
、
自
衛
隊
等

の
関
係
機
関
と
協
力
・
連

携
し
な
が
ら
、
危
険
性
の

周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
迅
速
か
つ
安
全
に
処

理
が
行
え
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
埋
没
不
発
弾
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
責
任
で
早
期
に
調
査
・

処
理
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

防
犯
体
制
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
見
城
警

察
署
や
小
禄
・
豊
見
城
地
区
防
犯
協
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
各
種
防
犯
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
自
主
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
一
戸
一
灯
運
動
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
各

自
治
会
等
が
管
理
す
る
防
犯
灯
の
維
持
管
理
に
対
す

る
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
い
、

特
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
、
交
通

ル
ー
ル
・
交
通
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

消
防
力
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
へ
の
円
滑
な
移
行
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
共
同
運
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
迅
速
・
的
確
・
効
率
的
な
通
信
連
絡
体
制
の

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢

者
家
庭
の
安
全
確
保
を
重
点
目
標
と
し
て
、
個
人
住

宅
へ
の
防
火
指
導
と
あ
わ
せ
て
住
宅
火
災
用
警
報
器

設
置
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
防
火
対
象
物
へ
の

予
防
査
察
を
強
化
し
、
火
災
の
未
然
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
々
増
加
す
る
救

急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
育
成
に

努
め
、
救
急
業
務
の
高
度
化
推
進
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
創
造
の
ま
ち

づ
く
り

　

続
き
ま
し
て
、「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
創

造
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を
進
め
な
が
ら
、
新
規
就

農
者
や
青
年
農
業
者
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
等
に
対
す
る
各
種
補
助
金
等

の
活
用
の
ほ
か
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
家
の
経

営
安
定
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
優
良
農
地
の
保
全

や
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
及
び
農
地
の
流
動
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
に
お
い
て
は
、
整
備
計
画
の
総
合

見
直
し
に
向
け
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
調
査

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
を
導
入
し
、
農
道
70
号
線
の
排
水
路
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
都
市
近
郊
型
農
業
の
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
き
い
き
野
菜
生
産
支
援
事
業
、

優
良
母
牛
導
入
事
業
及
び
ト
マ
ト
・
葉
野
菜
の
販
売

促
進
事
業
を
実
施
し
、「
と
み
ぐ
す
く
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
流
通
及
び
販
売
体

制
の
強
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
村
交
流
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
開
園
し
た

市
民
農
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
豊
見
城
支
店
と
協
力
し
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
村
環
境
の
改
善
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
に
よ
り
地
域
資
源
の
適
切
な
保

全
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
処
理
対
策
事
業
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
下
原
地
域
一
帯
の
排
水
路
の
浚
渫
・
清
掃

等
を
計
画
的
に
実
施
し
、
大
雨
時
の
冠
水
被
害
の
拡

大
を
防
止
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
漁

業
経
営
の
安
定
化
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
与
根
漁
港
施
設
の
経
年
劣
化
に
と
も
な
う

施
設
調
査
及
び
機
能
保
全
計
画
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
与
根
漁
港
区
域
内
の
航
路
浚
渫
工
事
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
海
産
物
直
売
店
や
遊
魚
船
待
合
所
等
を

含
め
た
複
合
施
設
を
与
根
漁
港
内
に
設
置
す
る
こ
と

か
ら
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
、
企
業
、

市
民
、
そ
の
他
関
係
団
体
が
連
携
・
協
働
し
中
小
企

業
が
成
長
し
て
い
く
環
境
を
整
え
る
た
め
中
小
企
業

の
振
興
に
関
す
る
基
本
条
例
を
制
定
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
市
民
生
活
の
向
上
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
商
店
街
の
育
成
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
商
工
会
と
連
携
し
各
種
補
助
金
等
の
活
用
促
進
を

図
る
と
と
も
に
企
業
力
強
化
、
創
業
支
援
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
販
路
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
外
で
特

産
品
の
展
示
・
販
売
を
行
う
市
内
事
業
者
に
対
し
県

外
販
路
拡
大
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
と
み
ぐ
す
く
産
業
フ
ェ
ス
タ
」
を
引
き

続
き
開
催
す
る
と
と
も
に
本
市
の
特
産
品
、
観
光
を

Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
広
く
市
内
外
へ
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

工
場
経
営
の
安
定
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
商
工

会
等
と
連
携
し
相
談
体
制
の
充
実
や
施
設
設
備
の
近

代
化
を
図
る
た
め
の
融
資
及
び
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
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ト
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

物
流
関
連
企
業
の
誘
致
・
集
積
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
理
的
優
位
性
や
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
活
か
し
、
ア
ジ
ア
を
対
象
と
し

た
物
流
ハ
ブ
化
に
対
応
で
き
る
企
業
の
積
極
的
な
誘

致
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

観
光
拠
点
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
観
光
プ

ラ
ザ
・
て
ぃ
ぐ
ま
館
」
や
「
道
の
駅
豊
崎
」
に
加
え
、

新
た
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
並
び
に
観
光
関
連
施
設
の
誘
致
に
よ
る
豊
崎
地

域
の
さ
ら
な
る
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
瀬
長
島
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
の
観
光
拠
点
と
し
て
施
設
等
の
整

備
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
整
備
完
了
に

向
け
、
駐
車
場
や
案
内
サ
イ
ン
、
外
周
道
路
の
整
備

等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
豊

見
城
城
址
に
つ

き
ま
し
て
は
、

沖
縄
空
手
会
館

（
仮
称
）
や
工

芸
の
杜
の
整
備

に
あ
わ
せ
て
、

引
き
続
き
園
路

や
雨
水
排
水
施

設
等
の
整
備
を

実
施
す
る
と
と

も
に
、
用
地
取

得
に
努
め
本
市

の
新
た
な
文
化

観
光
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

多
彩
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
つ
き
ま
し
て

は
、
豊
見
城
市
の
産
業
や
自
然
、
文
化
等
を
活
か
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
端
医
療
や
温
泉
施
設
を
活
用
し
た
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
新
た

な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
体
制
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
観
光
協
会
へ
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
観

光
人
材
育
成
事
業
を
と
お
し
て
、
お
も
て
な
し
の
心

や
マ
ナ
ー
等
の
観
光
知
識
を
習
得
し
た
即
戦
力
と
な

る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
観
光
振
興
に
資
す
る
事
業
を
支
援

す
る
観
光
振
興
等
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
立
地
条
件
の
良
い

西
海
岸
地
域
な
ど
を
中
心
に
製
造
・
物
流
関
連
企
業
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業
等
の
高
付
加
価
値
型
の
産
業
誘
致

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
の
安
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
「
ふ

る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し
、
就
業
相
談
、

職
業
訓
練
な
ど
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
崎
の
観
光
関

連
用
地
へ
の
ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
の
誘
致
に
努
め
新

規
雇
用
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
の
就
労
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
将
来
の
職
業
選
択
の
一
助
と

な
る
よ
う
「
お
仕
事
体
験
事
業
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

都
市
と
み
ど
り
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

　

続
き
ま
し
て
、「
都
市
と
み
ど
り
が
調
和
す
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

土
地
利
用
方
針
の
明
確
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
す
る
た
め
、「
豊

見
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
改
定
し
、

適
切
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集

積
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
本
市

西
海
岸
地
区
で
は
、
国
道
沿
線
を
中
心
に
企
業
の
進

出
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
該
地
区
は
、

農
振
農
用
地
区
域
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
保

全
及
び
生
活
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
地
区
計
画
等

の
導
入
に
よ
り
、
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

　

県
道
東
風
平
豊
見
城
線
沿
線
地
区
に
お
い
て
は
、

平
成
27
年
度
の
豊
崎
地
区
臨
空
産
業
用
地
の
観
光
拠

点
化
を
受
け
、
玄
関
口
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
地
権
者
の
皆
様
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

土
地
利
用
の
見
直
し
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宜
保
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
換

地
処
分
に
向
け
て
取
り
組
み
事
業
を
終
了
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
区
内
の
都
市
計
画
道
路
の
早
期
整
備
が
図
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
景
観
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
豊

か
な
自
然
や
歴
史
文
化
等
の
地
域
独
自
の
景
観
を
保

全
活
用
し
、
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
「
豊
見
城
市
景
観
計
画
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
条
例
等
を
制
定
し
、
一
定
の
建
築

物
の
建
築
行
為
等
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
誘
導
・

規
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

良
質
な
住
宅
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
快
適
な

住
環
境
の
確
保
を
目
的
に
整
備
し
た
豊
見
城
団
地
市

改
良
住
宅
及
び
地
区
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
と
産
業
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
規
要
望
路
線
と
し
て
、
市
道
34
号
線

(

平
良
地
内)

、
市
道
218
号
線
・
市
道
451
号
線
・
市

道
452
号
線(

与
根
ゴ
ル
フ
場
周
辺
地
区)

の
早
期
事

業
採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
、
市
道
2
号
線
・

市
道
54
号
線
（
豊
見
城
地
内
）、
市
道
257
号
線
（
翁

長
地
内
）、
市
道
25
号
線
（
上
田
地
内
）、
市
道
41
号

線
（
金
良
地
内
）、
市
道
46
号
線
（
平
良
地
内
）、
市

道
286
号
線
（
与
根
地
内
）、
市
道
175
号
線
（
根
差
部

地
内
）、
市
道
153
号
線
（
瀬
長
島
）
の
9
路
線
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

那
覇
広
域
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
饒
波
川
線
及

び
谷
口
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
補
償
、
用
地
買

収
及
び
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
常
管
理
に

加
え
市
道
313
号
線
（
饒
波
地
内
）、
上
田
山
川
地
内

の
側
溝
整
備
及
び
路
面
舗
装
工
事
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
金
良
・
長
堂
地
区
の
生
活
排
水
路
整
備
に
向

け
沖
縄
県
と
調
整
を
図
り
、
生
活
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
内
を
走
る
バ
ス
路
線
を
記
載
し
た
バ
ス
マ
ッ

プ
を
年
２
回
市
内
全
世
帯
に
配
布
し
、
市
内
一
周
バ

ス
を
は
じ
め
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
公
園
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
崎
総

合
公
園
の
平
成
28
年
度
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
崎
海
浜
公
園
、

豊
崎
に
じ
公
園
ほ
か
31
公
園
が
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合
支

援
事
業
」
と
「
都
市
公
園
長
寿
命
化
対
策
緊
急
総
合

支
援
事
業
」
を
継
続
実
施
し
、
本
市
の
公
園
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
公
園
の
改
築
・
更
新
を
年
次
的

に
行
い
、
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
豊
見
城
・

名
嘉
地
地
区
の
配
水
管
更
新
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、

県
道
11
号
線
、
県
道
東
風
平
豊
見
城
線
及
び
饒
波
川

線
の
配
水
管
整
備
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
対
策
と
し
て
八
重
瀬
町
に
あ
る
企
業

局
伊
波
調
整
池
か
ら
の
新
た
な
送
水
管
整
備
に
向
け

実
施
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
に

よ
る
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
見
城
、
我
那

覇
、
真
玉
橋
地
区
に
お
い
て
汚
水
管
の
整
備
及
び
長

寿
命
化
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
接

続
率
向
上
と
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
嶺
地
区

の
雨
水
施
設
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
供
用
開

始
後
10
年
余
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
処
理
施
設
の

維
持
修
繕
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
自
治
会
と
連
携
し
、
引
き
続
き
区
域

内
未
接
続
世
帯
へ
の
接
続
を
積
極
的
に
推
進
し
、
生

活
環
境
の
改
善
・
向
上
に
努
め
な
が
ら
処
理
水
の
有

効
利
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

計
画
の
推
進
の
た
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　

　

最
後
に
、「
行
政
経
営
の
工
夫
」
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
サ
イ
ト
を
効
果

的
に
活
用
し
な
が
ら
情
報
の
拡
充
に
努
め
、
市
民
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
情
報
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠
点
の
機
能

強
化
を
目
指
し
、
建
設
工
事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
消
防
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
も
、
消
防
力
の

向
上
と
救
急
救
命
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

建
設
工
事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
票
等
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

市
民
課
窓
口
及
び
支
所
で
交
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
1
月
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
制
度
が
運
用
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
「
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

各
種
証
明
書
の
交
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図

り
、
な
お
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係
る
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
シ
ス
テ
ム
改
修
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

見
直
し
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

機
構
改
革
と
人
事
管
理
・
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
行
政
を
「
経
営
す
る
」
と
い
う
視
点
を
取
り

入
れ
る
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
の
一
環
と
し
て
、

平
成
28
年
度
よ
り
人
事
評
価
制
度
を
本
格
導
入
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
人
材
（
職
員
）
の
「
能
力
開

発
」
と
「
職
務
改
善
」
を
明
確
化
し
、
そ
の
評
価
結

果
に
基
づ
い
た
「
処
遇
反
映
」
を
仕
組
み
に
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
の
一
層
の
や
る
気
を
引

き
出
し
、
市
役
所
が
時
代
に
乗
り
遅
れ
な
い
成
長
し

続
け
る
組
織
と
な
る
た
め
の
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
分
析
に
よ

る
と
、
本
市
の
今
後
の
人
口
推
計
は
、
平
成
52
年
度

に
は
７
万
人
に
達
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
が
、
本
市
独
自
の
将
来
人
口
推
計
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
平
成
52
年
度
前
後
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
れ
以

降
は
減
少
し
て
い
く
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
豊
見
城
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い

て
将
来
人
口
の
目
標
を
平
成
72
年
度
ま
で
７
万
人
を

維
持
す
る
こ
と
に
設
定
し
、「
豊
見
城
市
総
合
戦
略
」

に
お
い
て
〔
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
「
ひ

と
」
に
や
さ
し
い
環
境
の
充
実
〕
や
〔
特
徴
を
い
か

し
た
「
し
ご
と
」
の
創
出
〕
な
ど
の
基
本
目
標
を
掲

げ
て
、
人
口
７
万
人
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
へ
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
寄
附
者
の
思
い
を
反
映
さ
せ
や
す
く

す
る
た
め
、
引
き
続
き
一
括
代
行
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
を
実
施
し
、
新
た
に
観
光
客
が
多
く
立
ち
寄
る
場

所
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、
豊
見
城
市
の
認
知
度
を
向

上
さ
せ
寄
附
金
の
増
額
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
評
価
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た

資
源
を
有
効
活
用
し
、
成
果
重
視
の
行
政
経
営
を
行

う
と
と
も
に
、
職
員
意
識
の
改
革
と
事
務
事
業
の
整

理
・
合
理
化
を
進
め
る
た
め
、
平
成
28
年
度
も
引
き

続
き
事
業
評
価
を
実
施
し
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ひ
と
・
そ
ら
・
み
ど
り
が
つ
な
ぐ
響
（
と
よ
）

む
ま
ち 

と
み
ぐ
す
く
」
を
将
来
像
と
し
た
第
４
次

総
合
計
画
は
、
平
成
27
年
度
で
前
期
基
本
計
画
の
期

間
を
終
え
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
り
前
期
基
本
計
画
の
達
成
状
況
を
評
価
し

て
、
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
32
年
度
を
終

期
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
分
析
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
統
計
班
を

設
置
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
稼
働
し
て
い
る
「
地

域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ

ス
））」
等
を
活
用
し
、
地
域
特
性
を
把
握
し
た
効
果

的
な
政
策
立
案
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お

わ

り

に

　

平
成
28
年
度
の
市
政
運
営
に
関
す
る
所
信
の
一
端

と
諸
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
の
国
内
経
済
は
、
好
循
環
を
促
す
政
策
の

展
開
に
よ
り
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
き
雇

用
情
勢
も
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て

も
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
傾
向
が
続
く
な
か
、

よ
り
一
層
の
景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
県
内
経
済
に
お
い
て
は
、
個
人
消
費

が
堅
調
に
推
移
し
た
ほ
か
、
観
光
関
連
で
は
、
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
等
に
よ
る
海
外
観
光
客
の
増
加

に
よ
り
入
域
観
光
客
数
が
770
万
人
を
超
え
過
去
最
高

を
更
新
す
る
な
ど
好
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
引
き
続
き
成
長
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算
で
は
、
歳
入
の
大
幅
増
を
見
込

む
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
、
歳
出
で
は
、
引
き
続
き

上
田
幼
稚
園
・
小
学
校
、
豊
見
城
中
学
校
改
築
事
業
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
強
化
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
市

役
所
新
庁
舎
、
消
防
庁
舎
の
建
設
や
道
路
整
備
事
業

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お

い
て
も
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
等
の
各
種
補
助

金
を
有
効
に
活
用
し
た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
に
お
き
ま
し
て
は

302
億
１
，
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
初
の

300
億
円
を
突
破
し
て
お
り
ま
す
。
特
別
会
計
に
お
き

ま
し
て
は
99
億
８
，
０
０
9
万
7
千
円
、
企
業
会
計

に
お
き
ま
し
て
は
20
億
７
，
４
２
３
万
8
千
円
の
予

算
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、
社
会
保
障

費
の
増
加
や
旺
盛
な
行
政
需
要
へ
対
応
す
る
と
と
も

に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
無
駄
を
省
く
努
力
を
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
及
び
資
源
を
最

大
限
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
恵
を

振
り
絞
り
な
が
ら
様
々
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
「
と
み
ぐ
す
く
を
日
本
一
楽
し
く
・
住
み
よ
い
ま

ち
に
す
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ

た
各
種
施
策
・
事
業
に
職
員
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
２
日

豊
見
城
市
長　

宜
保
晴
毅

▼完成イメージ図、地下1階、地上5階
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平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
３
０
２
億
１
，

２
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比
６
６
億
７
，
１
０
０
万

円（
28
・
3
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
市
民
税
は
個
人
市
民
税
の
増
加
に
伴

い
１
億
６
，
４
９
９
万
７
千
円（
6
・
7
％
）の
増
、
固
定

資
産
税
は
１
億
６
，
４
８
６
万
５
千
円（
6
・
5
％
）の
増
、

ま
た
、
軽
自
動
車
税
が
１
，
５
９
９
万
５
千
円（
9
・

4
％
）増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
税
総
額
で
は
３
億
４
，

８
５
０
万
３
千
円（
6
・
4
％
）の
増
加
と
な
る
見
込
み
で

す
。
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
９
，
０
３
４
万
７
千
円

（
2
・
6
％
）増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、
地
方
交

付
税
及
び
地
方
交
付
税
の
振
替
と
し
て
借
り
入
れ
る
臨

時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
、
実
質
的
な
地
方
交
付
税
は

１
億
３
０
５
万
円（
2
・
5
％
）の
増
加
と
な
る
見
込
み
で

す
。
市
債
は
新
庁
舎
建
設
及
び
消
防
庁
舎
建
設
事
業
の
本

格
化
に
よ
り
前
年
度
比
５
１
億
４
，
３
２
０
万
３
千
円

（
203
・
6
％
）の
増
加
と
な
る
見
込
み
と
し
て
、
歳
入
予
算

の
見
積
も
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は

１
１
９
億
８
，
７
５
２
万
円
で
全
体
の
39
・
7
％
と
な

り
、
前
年
度
比
５
億
２
，
２
９
２
万
３
千
円（
4
・
6
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
人
件
費
は
退
職
手

当
等
が
減
少
と
な
る
も
の
の
、
職
員
数
の
増
に
伴
う
一
般

職
給
料
等
の
増
加
に
よ
り
前
年
度
比
５
７
８
万
７
千
円

（
0
・
2
％
）の
増
加
、
扶
助
費
は
障
害
児
通
所
給
付
費
、

法
人
立
認
可
保
育
園
給
付
費
負
担
金
及
び
地
域
型
保
育
給

付
費
負
担
金
の
増
加
の
影
響
に
よ
り
前
年
度
比
４
億
１
，

３
７
０
万
２
千
円（
6
・
0
％
）の
増
加
、
公
債
費
は
前
年

度
比
１
億
３
４
３
万
４
千
円（
6
・
0
％
）の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
普
通
建
設
事
業
の
総
額

が
１
１
０
億
４
，
７
２
６
万
８
千
円
で
前
年
度
比

５
６
億
５
，
４
５
３
万
１
千
円（
104
・
9
％
）の
増
加
と
な

り
ま
す
。
主
要
な
事
業
の
う
ち
、
国
や
県
か
ら
補
助
を
受

け
て
実
施
す
る
補
助
事
業
に
は
上
田
幼
・
小
学
校
改
築
事

業
及
び
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
と
し
て
瀬
長
島
観

光
拠
点
整
備
事
業
及
び
文
化
観
光
創
出
事
業
等
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
の
財
源
の
み
で
実
施
す
る
単
独
事
業
に

は
新
庁
舎
及
び
消
防
庁
舎
建
設
事
業
等
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
整
備
事
業
等
備
品
購
入
の
増
に
伴
う
物
件
費
及
び
沖

縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
補
助
金
等
の
増
に
伴
う

補
助
費
等
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
４
億
９
，

３
５
４
万
６
千
円（
7
・
4
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

 

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

平成28年度
当初予算の概要

各 会 計 別 当 初 予 算 総 括 表 （単位：千円）

会 計 名 称
平成28年度
当初予算額

Ａ

平成27年度
当初予算額

Ｂ

対前年度
増減額

Ｃ＝Ａ－Ｂ

対前年度
増減率

Ｃ/Ｂ（％）

一 般 会 計 30,212,000 23,541,000 6,671,000 28.3

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8,344,628 8,410,260 △65,632 △ 0.8

後期高齢者医療特別会計 358,055 335,486 22,569 6.7

農業集落排水事業特別会計 39,250 44,284 △5,034 △ 11.4

土地区画整理事業特別会計 75,509 129,030 △53,521 △ 41.5

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,151,845 974,609 177,236 18.2

育 英 会 特 別 会 計 10,810 10,425 385 3.7

特 別 会 計 計 9,980,097 9,904,094 76,003 0.8

合 計 40,192,097 33,445,094 6,747,003 20.2
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一般会計予算30,212,000千円
62,656人(平成28年2月末人口)

市民一人当たりの予算の使い道

約482,188円

⑤労働費
雇用対策等の経
費

180円
(0.0％）

⑥農林水産業費
農林水産業の振
興を図るための
支援などの経費

9,372円
(2.0％)

⑦商工費
商工業や観光振
興などの経費

2,441円
(0.5％)

⑧土木費
道 路、公 園、市
営 住 宅、区 画 整
理などの事業に
要する経費
47,538円
(9.9％)

⑨消防費
火 災 や 救 急、風
水 害、地 震 な ど
の消防活動の経
費
24,500円
(5.1％)

⑩教育費
学 校 教 育、生 涯
学 習 の 充 実、文
化・ス ポ ー ツ 振
興などの経費
61,791円
(12.8％)

⑪公債費
市債（市の借金）
を返済する経費

29,081円
(6.0％)

⑫その他
災 害 復 旧 費、諸
支 出 金、予 備 費
など

639円
(0.1％)

【持続可能な環境と安全・安心のまちづくり】
⑯市道34号線防災・安全社会資本整備交付金事業 ［14,952千円］

擁壁（字平良 延長50ｍ）が洗掘され危険なため、安全に通
行ができるよう整備を行います。

【地域特性を活かした産業創造のまちづくり】
⑰農業基盤整備促進事業 ［23,650千円］

農道70号線（保栄茂⇒渡嘉敷）の一部において、既設排水
路の断面不足により湛水被害が発生しているため側溝の整
備を行います。

⑱豊見城農業振興地域整備計画策定事業 [4,332千円]
農業振興地域整備計画に関する基礎調査を行い、必要に応
じて平成23年に策定した豊見城農業振興整備計画の総合
見直しを行います。
⑲水産物供給基盤機能保全事業 [23,000千円]

効率的で効果的な漁港施設の維持・更新を図るため、漁港
施設の老朽化状況を調査する機能診断を行います。
⑳お仕事体験事業 [1,854千円]

市内事業所を一堂に会し、ブースを設け、市内小中学生が
職場体験できる機会を創出します。

【都市とみどりが調和するまちづくり】
㉑産業集積基盤整備事業（与根地区） ［62,360千円］

与根ゴルフ場地区の区画整理事業（組合施行）実施のため、
地域の合意形成及び事業認可書の策定を行います。
㉒地区計画策定事業（国道331号沿線地区（第Ⅰ地区）） ［14,948千円］

国道331号沿線小禄バイパス周辺の現状分析、課題の整理、
将来像について検討し、実践につながる基本計画の策定を
行います。
㉓饒波川線整備事業（３工区）　 ［11,000千円］

中心市街地土地区画整理地区からの延伸で、市道30号線
に接続する部分（饒波川線220ｍ）の整備を行います。

★㉔景観重点地区調査検討事業（一括交付金） ［8,498千円］
景観形成重点地区指定への取り組みとして、地域住民・事
業者等の景観まちづくりに対する意向調査等を行います。
㉕市道451号線沖縄振興公共投資交付金事業［6,000千円］

与根ゴルフ場周辺の産業集積地区（国道331号線瀬長バイ
パス⇒しおさい公園 延長263ｍ）としての、利活用のため
の整備を行います。
㉖市道452号線沖縄振興公共投資交付金事業［2,000千円］

与根ゴルフ場周辺の産業集積地区（国道331号線瀬長バイ
パス⇒市道453号線 延長92ｍ）としての、利活用のため
の整備を行います。
㉗市道218号線沖縄振興公共投資交付金事業 ［32,000千円］

与根ゴルフ場周辺の産業集積地区（与根ゴルフ場周回）とし
ての、利活用のための整備を行います。

★㉘新しい公共交通システム導入可能性調査検討事業（一括交付金）［13,952千円］
本市の公共交通の現状把握、課題の整理等を行い、新しい
公共交通システムの導入可能性について調査・検討を行い
ます。

★㉙豊崎総合公園シャトルバス実証実験事業（一括交付金） ［10,259千円］
市民体育館におけるイベント時の駐車場対策に対応するた
め、海浜側駐車場と体育館を結ぶシャトルバスの実証実験
を行います。

【計画の推進のために】
㉚第4次総合計画後期基本計画策定事業 ［7,690千円］

第４次豊見城市総合計画の基本構想に掲げる将来像「ひと・
そら・みどりがつなぐ響（とよ）むまちとみぐすく」を達成
するため、後期基本計画（H28〜H32）の策定を行います。

一般会計予算事項別明細 歳出(目的別)  (単位：千円)
目 的 主な内容 平成 28 年度 平成 27 年度 増減率 (％ )
議 会 費 議会活動の経費 215,573 233,746 △ 7.8
総 務 費 市の財産管理や市税の事務などの経費 7,160,421 2,671,963 168.0
民 生 費 福祉や保育などの経費 10,445,514 9,924,039 5.3
衛 生 費 保健、健康づくり、ごみ、環境対策の経費 1,391,746 1,338,488 4.0
労 働 費 雇用対策の経費 11,254 20,904 △ 46.2
農 林 水 産 業 費 農林水産業の振興や集落整備などの経費 587,244 269,024 118.3
商 工 費 商工業や観光の振興などの経費 152,916 148,064 3.3

土 木 費 道路、公園などのまちづくりや維持管理の
経費 2,978,524 2,893,013 3.0

消 防 費 防火・防災・災害対応などの経費 1,535,087 796,206 92.8
教 育 費 幼・小・中学校や社会体育・教育などの経費 3,871,592 3,486,858 11.0
災 害 復 旧 費 道路や校舎などの災害復旧の経費 3 3 0.0
公 債 費 建設事業等に係る借入金の返済 1,822,113 1,718,679 6.0
諸 支 出 金 市の財産に係る経費 13 13 0.0
予 備 費 当初予定に無い支出に対応するための経費 40,000 40,000 0.0

歳出合計（目的別） 30,212,000 23,541,000 28.3

一般会計予算事項別明細 歳出(性質別)  (単位：千円)
性 質 主な内容 平成 28 年度 平成 27 年度 増減率

義 務 的 経 費 11,987,520 11,464,597 4.6
人 件 費 職員給与や議員報酬 2,871,389 2,865,602 0.2
扶 助 費 生活保護費や医療給付など福祉関係の経費 7,294,018 6,880,316 6.0
公 債 費 建設事業等に係る借入金の返済 1,822,113 1,718,679 6.0
投 資 的 経 費 11,047,271 5,392,740 104.9
普通建設事業費 道路・公園・学校などの建設事業の経費 11,047,268 5,392,737 104.9
災害復旧事業費 災害復旧のための経費 3 3 0.0
そ の 他 の 経 費 7,177,209 6,683,663 7.4
物 件 費 賃金・事務経費・委託料などの消費的経費 3,206,701 3,003,358 6.8
維 持 補 修 費 公共用施設の維持や補修などの経費 251,307 251,290 0.0

補 助 費 等 各種団体への公益上必要とされる財政援助
などの経費 2,418,029 2,314,026 4.5

積 立 金 行政基金への積立金 24,676 31,370 △ 21.3
投資及び出資・貸付金 資金運用や福祉増進のための貸付金など 3,000 3,000 0.0
繰 出 金 特別会計への支出 1,233,496 1,040,619 18.5
予 備 費 当初予定に無い支出に対応するための経費 40,000 40,000 0.0

歳出合計（性質別） 30,212,000 23,541,000 28.3

義務的経費
39.7％

投資的経費
36.6％

その他の経費
23.7％

歳出
302 億 1,200 万円
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市民一人当たりが負担する額
約92,814円

市税総額5,815,366千円/62,656人（平成28年2月末人口）

一般会計予算30,212,000千円
62,656人(平成28年2月末人口)

①市民税
個人の所得や
法人の収益な
どに対してか
かる税
41,696円
(44.9%)

②固定資産税
土地や家屋、
償却資産にか
かる税

43,095円
(46.4％)

③軽自動車税
自動二輪、軽
自動車などに
かかる税

2,981円
(3.2％)

④市たばこ税
たばこの消費
に対してかか
る税

4,593円
(5.0％)

⑤入湯税
鉱泉浴場の利
用に対してか
かる税

449円
(0.5％)

②総務費
庁舎や財産の維
持 管 理、戸 籍 管
理、税 金 の 徴 収
などの経費
114,281円
(23.7％)

①議会費
議会運営のため
の経費

3,441円
(0.7％)

③民生費
障がい者や高齢
者に対する福祉
の 充 実、子 育 て
支援などの経費
166,712円
(34.6％)

④衛生費
環 境 保 全、疾 病
予 防、健 康 増 進
などの経費

22,212円
(4.6％)

平成28年度 主な新規事業一覧
★：沖縄振興特別推進交付金事業（一括交付金ソフト事業分）
【協働と交流によるまちづくり】
①第６回世界のトミグスクンチュ歓迎会 [1,120千円]
「第６回世界のウチナーンチュ大会」の開催と併せて、「第
６回世界のトミグスクンチュ歓迎会」を開催し海外のトミ
グスクンチュの皆様と、友情や交流の絆をより強く確かな
ものとします。

【子どもが活きる学びと文化のまちづくり】
②上田幼稚園改築事業 [246,984千円]

老朽化により構造耐力が低下している園舎の改築及び付帯
設備等の整備を行い、教育環境の改善を図ります。

★③幼稚園保育室等クーラー設置事業（一括交付金） [16,500千円]
各幼稚園の保育室及び遊戯室のクーラー未設置室にクーラー
の設置を行います。

★④小学校・中学校特別支援教室等クーラー設置事業（一括交付金） [10,500千円]
小中学生の健康維持や学習環境の改善を行う必要があるこ
とから、小学校5教室、中学校4教室へクーラーの設置を
行います。

⑤調理場厨房設備整備事業 [114,811千円]
老朽化した食器洗浄機、トレー洗浄機及び連続揚物器の買
替えを行います。

★⑥特別支援教育支援員配置事業（一括交付金） [136,235千円]
市立幼稚園・小中学校において、特別支援教育支援員が対
象児の実態に応じ、支援を行います。
⑦保育所等整備交付金事業 [210,886千円]

既存法人立保育園の増築等による定員数増により、待機児
童の解消を図ります。
⑧保育体制強化事業 [12,960千円]

子育て経験者等を保育に係る周辺業務に活用することによ
り、保育士が働きやすい職場環境を整備し、保育士の離職
防止を図ります。
⑨保育士特別配置等支援事業 [13,728千円]

年度途中で０歳時児童に対する保育士を確保することは困
難なため、あらかじめ加配保育士を雇い上げるためにかか
る費用の補助を行います。
⑩保育士試験受験者支援事業 [4,971千円]

保育士試験の講座を開催し保育士試験受験者を支援するこ
とにより、保育士の新規確保を図ります。
⑪利用者支援事業 [1,897千円]

教育・保育施設や子育て支援事業等に関する専門員（コン
シェルジュ）を窓口に配置し、市民がこれらのサ ービスを
円滑に利用できるようにします。
⑫豊見城市史第５巻「社会と文化・教育編」編集事業 [6,116千円]

主に戦後沖縄の社会・文化変容について調査や資料収集を
行い、発刊することにより、豊見城市の社会情勢や歴史を
後世に伝えます。

【共助でつくる健康文化と福祉のまちづくり】
⑬２歳児歯科検診事業 [1,780千円]

２歳児を対象に、歯科医院にて、診察、保護者・児童への
歯磨き指導、フッ素塗布等を行います。

★⑭豊見城総合公園体育施設機能強化事業（一括交付金） [13,878千円]
一流アスリート等の強化合宿誘致等も可能とするため、豊
見城市総合公園内体育施設の機能強化に必要な基本計画の
策定を行います。
⑮沖縄子供の貧困緊急対策事業 [68,868千円]

市内児童館等に支援拠点（各中学校区に1つ）を設け、居場
所・食事の提供や生活指導、受験に向けた就学支援等を
行います。

一般会計予算事項別明細　歳入 （単位：千円）
項 　 目 主な内容 平成 28 年度 平成 27 年度 増減率 (％ )

自 主 財 源 8,532,290 7,767,620 9.8

市 税 市民税 ･ 固定資産税 ･ 軽自動車税など 5,815,366 5,466,863 6.4

分 担 金 及 び 負 担 金 受益者負担金など 519,266 472,825 9.8

使 用 料 及 び 手 数 料 施設使用料や証明書交付手数料など 503,834 451,965 11.5

財 産 収 入 市有財産の貸付金や売却収入など 98,628 95,992 2.7

寄 附 金 個人や団体からの寄附など 7,001 4,001 75.0

繰 入 金 基金などからの取り崩し金 896,742 742,406 20.8

繰 越 金 前年度から持ち越した財源 20,000 20,000 0.0

諸 収 入 延滞金や預金利子など 671,453 513,568 30.7

依 存 財 源 21,679,710 15,773,380 37.4

地 方 譲 与 税 国税のうち市に譲与される税 105,858 107,350 △ 1.4

利 子 割 交 付 金

国もしくは県により徴収された税の
うち市に交付される財源

8,777 12,964 △ 32.3

配 当 割 交 付 金 18,348 13,990 31.2

株式等譲渡所得割交付金 16,894 12,807 31.9

地 方 消 費 税 交 付 金 902,724 752,527 20.0

ゴルフ場利用税交付金 1,422 1,732 △ 17.9

自 動 車 取 得 税 交 付 金 17,780 9,927 79.1

地 方 特 例 交 付 金 国策減税の補填のために交付される
財源 33,945 31,023 9.4

地 方 交 付 税 標準的な行政運営のために交付され
る財源 3,621,211 3,530,864 2.6

交通安全対策特別交付金 交通反則金のうち市に交付される財源 9,000 9,000 0.0

国 庫 支 出 金 事業に対する国からの補助金等 5,239,985 4,897,016 7.0

県 支 出 金 事業に対する県からの補助金等 4,034,822 3,868,439 4.3

市 債 建設事業等に係る借入金 7,668,944 2,525,741 203.6

　 歳  入  合  計 30,212,000 23,541,000 28.3

自主財源
28.2％

依存財源
71.8％

歳入
302 億 1,200 万円
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平
成
28
年
度
　
定
期
人
事
異
動

●
総
務
部

▽
部
長　

大
城　

秀
信（
学
校
教
育
部
長
）

【
秘
書
広
報
課
】

▽
課
長　

赤
嶺　

太
一（
企
画
調
整
課
長
）

【
財
政
課
】

▽
課
長　

内
原　

英
洋（
児
童
家
庭
課
長
）

●
企
画
部

▽
部
長　

外
間　

弘
健（
総
務
部
長
）

【
企
画
情
報
課
】

▽
課
長　

宮
城　

盛
秀（
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
班
長
）＝
昇
任

【
商
工
観
光
課
】

▽
課
長　

安
谷
屋　

元（
秘
書
広
報
課
長
）

●
福
祉
部

▽
部
長　

當
銘　

健（
会
計
管
理
者
）

【
社
会
福
祉
課
】

▽
課
長　

大
城　

辰
也（
社
会
福
祉
課
自
立
支
援
班
長
）＝
昇
任

【
子
育
て
支
援
課
】

▽
課
長　

高
安　

哲
也（
児
童
家
庭
課
参
事
）

【
保
育
幼
稚
園
課
】

▽
課
長　

奥
濱　

真
一（
児
童
家
庭
課
主
幹
）＝
昇
任

●
経
済
建
設
部

▽
部
長　

當
銘　

辰
夫（
道
路
課
長
）＝
昇
任

【
道
路
課
】

▽
課
長　

金
城　

司（
都
市
施
設
課
都
市
施
設
班
長
）＝
昇
任

●
水
道
部

【
総
務
課
】

▽
課
長　

高
良　

均（
南
部
広
域
行
政
組
合
よ
り
復
職
）

●
会
計
管
理
者
　

▽
高
安　

定（
水
道
部
総
務
課
長
）＝
昇
任

●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
長　

久
手
堅　

勝（
糸
・
豊
清
掃
施
設
組
合
よ
り
復
職
） 

　

監
査
委
員
事
務
局
長
併
任

●
学
校
教
育
部

▽
部
長　

平
田　

真
一（
財
政
課
長
）＝
昇
任

【
学
校
施
設
課
】

▽
課
長　

国
吉　

有
貴（
振
興
開
発
課
振
興
開
発
班
長
）＝
昇
任

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

▽
所
長　

知
念　

清（
学
校
施
設
課
長
）

●
消
防
本
部

▽
消
防
長　

大
城　

正（
経
済
建
設
部
長
）

●
派
　
遣

【
南
部
広
域
行
政
組
合
】

▽
室
長　

原
國　

政
也（
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
班
長
）＝
昇
任

【
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
】

▽
室
長　

喜
久
里　

則
子（
国
保
年
金
課
参
事
）

【
糸
満
市
・
豊
見
城
市
清
掃
施
設
組
合
】

▽
課
長　

新
里　

秀
樹（
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班
長
）＝
昇
任

●
新
採
用
職
員

▽
安
谷
屋　

さ
や
か（
学
校
施
設
課
主
事
）

▽
金
城　

拓
磨（
社
会
福
祉
課
主
事
）

▽
仲
地　

優
吾（
水
道
部
施
設
課
主
事
）　　

▽
比
嘉　

由
美
子（
企
画
情
報
課
主
事
）

▽
安
次
嶺　

沙
紀（
健
康
推
進
課
主
事
）　　

▽
豊
平　

良
太（
保
育
幼
稚
園
課
主
事
）

▽
宮
城　

昭
浩（
都
市
施
設
課
主
事
）　　
　

▽
川
村　

泰
明（
納
税
課
主
事
）

▽
屋
良　

章
太（
障
が
い
・
長
寿
課
主
事
）　

▽
又
吉　

希（
市
民
課
主
事
）

▽
豊
田　

陽（
総
務
課
主
事
）　　
　
　
　
　

▽
金
城　

凌（
生
活
環
境
課
主
事
）

▽
當
銘　

美
奈
子（
社
会
福
祉
課
主
事
）　　

▽
比
嘉　

徳
俊（
協
働
の
ま
ち
推
進
課
主
事
）

▽
盛
島　

あ
ず
さ（
生
涯
学
習
振
興
課
主
事
）

▽
金
城　

あ
い
り（
道
路
課
主
事
）

▽
大
城　

咲
希（
税
務
課
主
事
）　　
　
　
　

▽
金
城　

未
来（
子
育
て
支
援
課
主
事
）

▽
宮
里　

翔
伍（
社
会
福
祉
課
主
事
）　　
　

▽
島
袋　

幸
暢（
障
が
い
・
長
寿
課
主
事
）

▽
宮
城　

弘
季（
下
水
道
課
主
事
）

●
退
職（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）

▽
大
城　

盛
宜　

企
画
部
長

▽
運
天　

齋　

福
祉
部
長

▽
本
底　

広
彦　

消
防
本
部
消
防
長

▽
桃
原　

典
之　

商
工
観
光
課
長

▽
金
城　

保
弘　

社
会
福
祉
課
長

▽
渡
久
山　

元　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長（
監
査
委
員
事
務
局
長
併
任
）

▽
比
嘉　

盛
仁　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

▽
金
城　

妙
子　

学
校
教
育
課
伊
良
波
幼
稚
園
教
頭

▽
宜
保　

由
美
子　

下
水
道
課
主
幹

▽
有
銘　

真
一
郎　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
指
導
班
長

▽
山
根　

桂　

健
康
推
進
課
保
健
事
業
班
保
健
師

平
成
27
年
度　

人
事
異
動（
平
成
28
年
3
月
25
日
付
け
）

●
市
民
健
康
部

【
市
民
課
】

▽
課
長
兼
市
民
窓
口
班
長　

仲
座　

ひ
ろ
み

　
（
障
が
い
・
長
寿
課
介
護
長
寿
班
長
）＝
昇
任

　

4
月
1
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。（
）は

前
職
で
す
。

※
掲
載
は
課
長
級
以
上
と
新
採
用
職
員
・
退
職
者
と
な
り
ま
す
。

平成28年度 新部長紹介

當
とう

銘
め

　辰
たつ

夫
お

（経済建設部長）
道路課長から経済
建設部長へ昇任

【略　歴】
　昭和55年5月、都市計画課職員と
して採用。平成22年水道部下水道課
長、平成26年経済建設部道路課長を
歴任し、現在に至る。

高
たか

安
やす

　定
さだむ

（会計管理者）
水道部総務課長から
会計管理者へ昇任

【略　歴】
　昭和52年5月、水道課職員として
採用。平成20年糸満市・豊見城市清
掃施設組合総務課長、平成24年生涯
学習部生涯学習振興課長、平成25年
議会事務局次長、平成27年水道部総
務課長を歴任し、現在に至る。

平
ひら

田
た

　真
まさ

一
かず

（学校教育部長）
財政課長から学校
教育部長へ昇任

【略　歴】
　昭和61年5月、学校教育課職員と
して採用。平成21年学校教育部学校
教育課長、平成26年総務部財政課長
を歴任し、現在に至る。
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投票区の一部が変更になります
～1投票区増設し、８投票区となります～

　現行の第３投票区（豊見城中学校が投票所）を分割し、第８投票区（ゆたか小学校が投票所）を新設（増設）しまし
た。第８投票区に移動するのは、ゆたか小学校区域に住所がある方です。
　また、上田小学校区域およびゆたか小学校区域でありながら、投票区が第２投票区(伊良波小学校または伊良
波中学校が投票所)になっていた方についても、上田小学校区域は第３投票区（豊見城中学校が投票所）、ゆたか
小学校区域は第８投票区（ゆたか小学校が投票所）に変更になります。
　そして、ゆたか小学校区域でありながら投票区が第４投票区(とよみ小が投票所)になっていた方についても、
ゆたか小学校区域は第８投票区（ゆたか小学校が投票所）に変更になります。その他の投票区にお住まいの方は変
更ありません。
　実施は、平成28年６月執行予定の沖縄県議会議員選挙からとなりますので、お間違えのないようお出かけください。
※自分の投票区については、選挙時に郵送される投票所入場券（はがき）で確認してください。

【増設および変更のあった投票区は下記のとおり】
投票区名（予定投票所） 区 域　（ 字 名 ）

第2投票区
(投票所：伊良波中)

宜保375、382、384〜430、我那覇全域、名嘉地全域、田頭全域、瀬長全域、伊良波全域、上田
17〜36-4、36-6〜40、190〜205、206-1、207〜231、243-1、251、253、265、309〜487

第3投票区
(投票所：豊見城中)

豊見城378-2〜384-2、385-2、386-4、398-2〜405-2、406-2、407-2
宜保1〜65、66-2〜66-3、78〜83-3、84-2〜86-8、88〜111-4、116-1〜135、137-4〜374、
376〜381、431〜432
上田1〜16、36-5、41〜189、206-2、232〜250(243-1を除く)、252、254〜264、266〜308、
488〜675
渡嘉敷139〜140
高安315-2〜315-5、316、317〜324-4、326、327、337〜343-2、354〜354-1、354-3〜
355-5、355-7〜359-2、363、363-2、378〜386-1、388-2、412〜412-2、412-4〜414-15

第4投票区
(投票所：とよみ小)

高安483、484、502、508、512、514〜516、531〜548、550〜675、868〜872、877〜955、
1056〜最終番地
真玉橋全域、根差部全域

新　設
第8投票区

(投票所：ゆたか小)

豊見城1〜最終番地（豊見城378-2〜384-2、385-2、386-4、398-2〜405-2、406-2、407-2を除く）
宜保66-1、66-4〜77-8、84-1、87、112-1〜115-2、136-1〜137-3
高安1〜314、315-6〜315-7、316-1〜316-2、325、328-1〜336、344〜353、354-2、355-
6、360〜362-2、363-1、363-3〜377-4、386-2、387、389〜411、412-3、415〜482、485〜
501、503〜507、509〜511、513、517〜530、549、551

　※上記以外は変更なしです。

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています
～みんなで徹底しよう三ない運動(贈らない！　求めない！　受け取らない！)～

　以下のものも、政治家の寄附禁止の対象となります。
①秘書等が代理で出席する場合の結婚祝　②地域の運動会・スポーツ大会への飲食物等の差入　③お祭りへの寄
附・差入　④落成式・開店祝等の花輪　⑤お歳暮・お年賀　⑥秘書等が代理で出席する場合の葬儀の香典　⑦葬
儀の花輪・供花　⑧入学祝・卒業祝　⑨病気見舞　⑩町内会の集会・旅行等の催物への寸志・飲食物の差入
※詳しくは「総務省　寄附の禁止」または「明るい選挙推進協会　三ない運動」で検索。

選挙管理委員会事務局からのお知らせ お問い合わせ
選挙管理委員会事務局

☎850-8859

沖縄県議会議員選挙
あなたの大切な一票です。忘れずに投票しましょう！

期日前・不在者投票期間
5月28日（土）～6月4日（土）

　本市選挙区の定数は2名です。また一部の投票所が
変更になります。
※その他詳細は5月号でお知らせします。

選挙事務パートナーを募集します！
　選挙の際に投開票事務をお手伝いいただく市民をあ
らかじめ募集するものです。
　投開票事務を行っていただく市民は、選挙事務パー
トナーの中から選挙管理委員会が任意に選任しますので、
希望者は選挙事務パートナーとして登録してください。
※選挙事務パートナーとして登録できる方は、原則と
して選挙権をもつ方とします。
※登録申請書は選挙管理委員会事務局に備え付けています。
※投開票事務をしていただいた場合、謝礼金をお支払いします。

投 票 日　6月5日（日）
投票時間　7時～20時
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個性や能力を発揮する環境を
～市男女共同参画に関する標語の入賞者表彰式～

　2月23日、『男女共同参画に関する標語募集』入賞者表
彰者式が市役所で行われました。
　男女が性別に関わりなくお互いを認め合い、学校・地
域などでそれぞれの個性や能力を発揮することができ
る社会への関心を高めるための標語募集。応募作品合計
1399点の中から審査した結果、最優秀賞1点、優秀賞3点、
入選10点が選ばれ、入賞者に賞状と記念品が贈られまし
た。入賞者の皆さま、おめでとうございます！！

賞 標語 氏名 職業

最優秀賞 「おかえり！おいしいごはん
できてるよ」とパパの笑顔 外

ほか

間
ま

白
ゆ

玲
ら 豊見城小学校 

3年生
優秀賞

（一般・高校生の部）
共同参画　活かして
伸びる　とみぐすく 高

たか

良
ら

智
ち

恵
え

美
み

自営業

優秀賞
（中学生の部）

協力し合い　助け合い　男女
の笑顔が　いっぱい豊見城 宜

ぎ

保
ぼ

美
び

海
かい 豊見城中学校 

1年
優秀賞

（小学生の部）
つくろうよ　男女で
協力　輝く未来 竹

たけ

内
うち

彩
あや

華
か 豊見城小学校 

6年生

世界の頂点を目指して!!
～全日本女子レスリング強化合宿～

　今年8月に開催されるリオデジャネイロオリンピック
に向け、吉

よし

田
だ

沙
さ

保
お

里
り

選手、伊
い

調
ちょう

馨
かおり

選手ら38選手が『全日
本女子レスリング強化合宿』を、3月5日〜3月11日まで
市民体育館で行いました。
　合宿期間中は、ウエイトトレーニングやマットトレー
ニング、また、美らSUNビーチでの砂浜トレーニング
などの練習を行い選手らは汗を流しました。
　3月8日には公開練習が行われ、津

つ

森
もり

義
よし

弘
ひろ

会長（沖縄県
レスリング協会）は、「全ての階級で金メダルを取って欲
しい」と激励。3月7日に行われたスパーリングで右親指
を負傷した吉田選手は別メニューでの練習になりました
が、世界レベルの選手らを一目見ようと多くの観客が訪れ、
質の高い練習に目を丸くして見学していました。
　吉田選手、伊調選手の4大会金メダル、また他選手ら
の活躍に期待しましょう！

ひと足早い夏気分を味わう♪
～2016豊崎美らSUNビーチ海開き～

　3月27日、『2016豊崎美らSUNビーチ海開き』が豊崎海浜公園で行われ多
くの関係者が出席しました。初めに、事故のない安全な海水浴場であるよう
安全祈願祭が厳かに執り行われました。
　引き続き、式典が開催され主催者である川

かわ

平
ひら

惠
けい

次
じ

郎
ろう

代表理事（T・S・P管理
共同企業体）が「これからも安心・安全なビーチ運営を目指します」と挨拶。宜
保市長は「市の観光名所である豊崎美らSUNビーチの利便性向上を高め、ま
すます賑わいをみせることを期待しています」と述べました。その後、豊崎小
学校の児童2人による“海開き宣言”とテープカットが行われ
ました。
　あいにく寒空のもとの“海開き”となりましたが早速、子ど
も達が海に向かい飛び込み元気よくはしゃぐ姿がみられました！

◀練習に励む伊調馨選手
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正しく理解し支え合う地域を!
～認知症講演会～

　認知症予防について広く理解する
ことを目的に、『認知症講演会〜とも
に学ぼう認知症〜』が開催され、約
70名が参加しました。
　精神保健福祉士の山川ゆかり氏（嬉
野が丘サマリヤ人病院）が、「認知症
かな?と思った時は」と題し、スクリー
ンを使用し認知症の方との接し方な
どを説明。また、脳の活性化として
後出しじゃんけんや歌をうたいなが
ら身体を動かしました。引き続き、
管理栄養士の一松かおり氏（豊見城中
央病院）は、「高齢者の栄養管理」と題
し、加齢に伴う身体の変化や味の感
覚、のどの渇きなどの症状を取り上げ、
対応方法を話しました。

～防災活動に関する協定の
調印締結式～

　2月25日、市役所で本市と企業が、
市内で大規模な災害が発生した場合、
協力企業で所有する食糧・生活物資
等の供給や被災者に対して一時避難
場所、災害情報の提供を目的とする『災
害時における被災者に対する防災活
動に関する協定』を締結しました。
　本市と締結された協力企業は、イ
オン琉球株式会社・株式会社サン
エー・株式会社丸大・株式会社メイ
クマン・金秀商事株式会社・株式会
社野嵩商会・株式会社リウボウスト
アの7社です。（順不同）

日頃の練習を発揮!!
～市中学校英語ストーリー

コンテスト～
　2 月 29 日、市立中央公民館で『第
25回市中学校英語ストーリーコンテ
スト』が開催され、1年生の部6名、2
年生の部6名の計12名が参加。会場
へ応援に駆けつけた生徒や保護者ら
が見守る中、童話などのストーリを
流ちょうな英語で表現豊かに発表す
ると、会場は大きな拍手に包まれま
した。
　審査の結果、大

おお

田
た

怜
り

子
こ

アンさん（豊
見城中 1 年）と高嶺こころさん（長嶺
中2年）が最優秀賞、金

きん

城
じょう

明
あか

莉
り

さん（長
嶺中 1 年）と真

ま

地
じ

優
ゆう

奈
な

さん（伊良波中
学校2年）が優秀賞を受賞しました。

～災害時における地図製品等の供
給等に関する協定の締結式～

　３月１日、市役所で本市と株式会
社ゼンリンが、災害等の発生に伴い
市災害対策本部が設置された場合、
株式会社ゼンリンの地図製品等を迅
速な供給および利用によって災害対
応能力の向上を目的とする『災害時に
おける地図製品等の供給等に関する
協定』を締結しました。また、本市と
株式会社ゼンリンの双方が平常時か
ら防災に関する情報交換を図り、相
互連携のもと、防災・減災に寄与す
る地図の作成を検討・推進し、市民
生活における防災力の向上に資する
協定となっています。

住みよいまちを目指して!
～西海岸地区の答申
・市景観計画の答申～

　3月4日、本市の西海岸地区の更な
る活性化を目的とする『市西海岸地区
活性化検討委員会（島

しま

田
だ

勝
かつ

也
や

委員長）』
から宜保市長へ答申が行われました。
　また、3月11日、市の景観をまもり、
いかすことなどを目的とする『市景観
まちづくり審議会（池

いけ

田
だ

孝
たか

之
ゆき

委員長）』
から宜保市長へ答申が行われました。
　今後は本市西海岸地区の計画的な
土地利用の推進と、魅力ある景観づ
くりの実現に向け取り組みます。

～豊見城市防災情報通信システム
の活用に関する覚書締結式～

　3月3日、市役所で本市と豊見城警
察署（田場広志署長）が、市内やその
近隣の場所等で重要凶悪事件などが
発生した場合、市の防災情報通信シ
ステムを活用し、市民へ迅速かつ確
実な情報を伝え、犯罪被害の防止を
目的とする『重要凶悪事件等発生時に
おける市防災情報通信システムの活
用に関する覚書』を締結しました。
　田

た

場
ば

広
ひろ

志
し

署長は「犯罪情報をいち早
く伝え、地域住民の安全・安心に努
める」と話しました。

▲��西海岸地区の答申
の様子

▼��市景観まちづくり
の答申の様子

安全・安心なまちづくりに向けて!!
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マスコットキャラ
トムくん

開館時間
火曜日〜日曜日
10時〜19時

※月曜日は定休日です。
■は休館日
お問い合わせ
市立中央図書館
☎856-6006

大
おお

城
しろ

　一
いち

葉
よう

さん
（とよみ小 6年）

●この本を紹介する理由を教えてください！
　沖縄で起こった地上戦以外の戦争の姿を知って欲しいと
思いこの本を選びました。
●どんな内容の本ですか？
　主人公のえっちゃんが、父の仕事の関係で中国に移り住
みます。中国と戦争をしていた日本が負け、今まで日本人
から差別を受けていた中国の人々の怒りやつらさをぶつけ
られるようになります。
●印象に残った場面は？
　友達のたっちんが病気で亡くなってしまうところがとて
も悲しいです。
●この本をどんな人に読んでほしいですか？　
　小学校で戦争について習うと思うので、特に小学校高学
年に読んでほしいです。

〜取材後の一言コメント〜
　とても分かりやすくインタビューに応えてくれてありが
とうございました！
　将来の夢は「臨床検査技師」ということで、「中学生になっ
たら勉強を頑張りたい！」と教えてくれました。現在も暗
算 9 段でピアノも習っているという一葉さん。新しい環境
でも将来に向けて頑張ってくださいね！

「僕・わたしのこの一冊！」

　紹介する本

えっちゃんのせんそう
作：岸川　悦子

絵：狩野　ふきこ

お問い合わせ
市立中央図書館
☎856－6006

市立中央図書館からのお知らせ
日　　時：4月23日（土）
　　　　　10時30分〜
場　　所：  市立中央図書館 

1階大集会室
4月23日（土）〜5月15日（日）
は貸出冊数15冊になります。

豊
見
城
市
立
中
央
図
書
館
が
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

　

平
成
８
年
３
月
に
開
館
し

た
村
立
中
央
図
書
館
が
20
周

年
を
迎
え
、『
市
立
中
央
図

書
館
開
館
20
周
年
記
念
式
典
』

が
３
月
13
日
、
図
書
館
前
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
良
波
小
学
校
吹
奏
楽
部

の
児
童
に
よ
る
演
奏
で
式
典

が
開
幕
後
、
照
屋
教
育
長
か

ら
、「
今
後
も
職
員
、
市
民

の
皆
さ
ま
で
愛
さ
れ
る
図
書

館
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て

図
書
館
業
績
功
労
者
の
表
彰

式
や
園
児
ら
に
よ
る
く
す
玉

割
り
、
清し

水み
ず

良り
ょ
う

氏
に
よ
る
バ

イ
オ
リ
ン
演
奏
が
行
わ
れ
、

会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、「
公

民
館
サ
ー
ク
ル
演
奏
会
」
や

「
賀
数
仁
然
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
用
意
さ
れ
、
来
館
者
は

各
々
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。

	4	月（卯うづき月）
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

21日：館内整理日　29日：昭和の日
おはなし会　毎週土曜日15時から
子ども映画会　毎月第4土曜日10時半から

	5	月（皐さつき月）
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

3日：憲法記念日　 4日：みどりの日
5日：こどもの日　19日：館内整理日　
おはなし会　毎週土曜日15時から
子ども映画会　毎月第4土曜日10時半から

▲くす玉を笑顔で割る地域の園児たち

映画会 
『真玉橋由来記』

子ども読書週間

国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの開始について
　国立国会図書館のデジタル化資料が、当館で閲
覧できるようになりました。
【利用できる資料】
　図　　書　昭和43年以前受入
　雑　　誌　明治期〜平成12年刊行
　博士論文　平成3年〜12年度受入
【利用対象】当館の「利用者カード」をお持ちの方
【利用方法】    当館カウンターでインターネットの

利用手続きをしてください。
【利用時間】60分
　※詳しくは市立中央図書館へお問い合わせください。
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『
第
15
回
と
よ
み
杯
軟
式
野
球
大
会（
市
体

育
協
会
主
催
）』が
2
月
21
日
、28
日
、3
月
6

日
に
瀬
長
島
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
19
チ
ー
ム
が
参
加
し「
渡
南
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」が
接
戦
の
末「
デ
ス
ペ
ラ
ー

ド
」を
破
り
、見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
『
第
108
回
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
主
催
）』が
3
月
5
日
、6
日
に
と
よ
み
小
・
豊
見

城
小
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、Ａ
ブ
ロ
ッ
ク『
豊
崎
ク
ラ

ブ
Ａ
』、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク『
と
よ
み
ク
ラ
ブ
男
子
』が
見
事

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第15回とよみ杯軟式野球大会結果第
108
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

▲優勝　渡南エンジニアリング

▲準優勝　デスペラード

▲Aブロック優勝　豊崎クラブA

▲Bブロック優勝　とよみクラブ男子

　

３
月
6
日
、伊
良
波
小
学
校
体
育
館
で『
第
26
回
市
少
年
剣
道
大
会（
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
主
催
）』が
開
催
さ
れ
、小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
58
人
が
参
加
し
、日
頃

の
鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
紙
面
の
都
合
上
、優
勝
と
準
優
勝
の
み
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

小
学
生
１
部
３
・
４
年
生

優　

勝　

谷
口　

海
人

準
優
勝　

喜
舎
場
悠
平

小
学
生
１
部
５
・
６
年
生

優　

勝　

伊
佐　

幸
己

準
優
勝　

日
高　

嶺
音

小
学
生
２
部

優　

勝　

宮
城　

綾
羽

準
優
勝　

谷
口　

彩
香

小
学
生
３
部

優　

勝　

下
野　

明
夏

準
優
勝　

日
高　

葵
稀

中
学
生
男
子

優　

勝　

仲
西　

旭

準
優
勝　

仲
地　

弘
登

中
学
生
女
子

優　

勝　

富
田　

花
鈴

準
優
勝　

伊
佐　

杏
理

平成27年度第1回市スポーツ少年団
空手道交流大会結果

第
26
回
市
少
年
剣
道
大
会
結
果

　

3
月
6
日
、
豊
崎
小
学
校
体
育
館
で「
平

成
27
年
度
第
1
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手

道
交
流
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
選
手

達
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
紙
面
の
都
合
上
、優
勝
と
準
優
勝

の
み
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

▼
幼
稚
園
生
男
子
組
手

優
　
勝　

石
川　

斗
貴

準
優
勝　

西
山
本
龍
毅

▼
1
年
生
男
子
組
手

優
　
勝　

金
城　

宇
月

準
優
勝　

金
城　

匠
耶

▼
2
年
生
男
子
組
手

優
　
勝　

山
城　

馨
心

準
優
勝　

仲
村　

泰
一

▼
3
・
4
年
生
男
子
組
手

優
　
勝　

當
山　

泰
生

準
優
勝　

川
村　

龍
輝

▼
5
・
6
年
生
男
子
組
手

優
　
勝　

多
和
田
令
晃

準
優
勝　

金
城　

亨
鷹

▼
中
学
生
男
子
組
手

優
　
勝　

米
盛　

里
音

準
優
勝　

石
川　

颯
馬

▼
1
・
2
年
生
女
子
組
手

優
　
勝　

仲
本　

海
希

準
優
勝　

西
改　

光
琉

▼
3
・
4
年
生
女
子
組
手

優
　
勝　

木
場　

那
菜

▼
5
・
6
・
中
学
生
女
子
組
手

優
　
勝　

仲
本　

青
空

準
優
勝　

當
銘　

桜
子

市民体育館　第1期スポーツ教室 お問い合わせ　
市民体育館　☎850-1550

対　　象　成人　
受 講 料　5,000円（保険料込み）
申込期間　4月7日（木）開始　
受付時間　9時〜21時（火曜日休館）
※火曜が祝日の場合は開館し、翌平日が休館となります。

午前バドミントン入門教室
曜　　日　水曜日
時　　間　10時〜12時
定　　員　30名(先着)
講　　師　大城　裕子

木曜午後フラダンス入門教室
曜　　日　木曜日
時　　間　14時〜16時
定　　員　15名(先着)
講　　師　新垣　典子

金曜夜間ヨガ入門教室
曜　　日　金曜日
時　　間　19時30分〜21時30分
定　　員　20名(先着)
講　　師　宮國　智代

月曜夜間ビューティーヨガ教室
曜　　日　月曜日
時　　間　19時30分〜21時30分
定　　員　25名(先着)
講　　師　山本　玲子

夜間バドミントン入門教室
曜　　日　水曜日
時　　間　19時30分〜21時30分
定　　員　30名(先着)
講　　師　大城　裕子

体幹トレーニング教室
曜　　日　木曜日
時　　間　10時〜12時
定　　員　30名(先着)
講　　師　島袋　容子

月曜午前ヨガ入門教室
曜　　日　月曜日
時　　間　10時〜12時
定　　員　25名(先着)
講　　師　新垣　パトリシア

水曜夜間フラダンス入門教室
曜　　日　水曜日
時　　間　19時30分〜21時30分
定　　員　20名(先着)
講　　師　山口　あやこ

水曜午前ヨガ入門教室
曜　　日　水曜日
時　　間　10時〜12時
定　　員　25名(先着)
講　　師　高見　雅代

金曜午後ビューティーヨガ教室
曜　　日　金曜日
時　　間　13時〜15時
定　　員　25名(先着)
講　　師　山本　玲子
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とみぐすく歴史紀行

県
下
15
位
の
移
民
者
数（
57
市
町
村
中
当
時
）

　

豊
見
城
村
か
ら
の
移
民
総
数
は
約
３
，

６
０
０
人
（
平
成
28
年
３
月
調
査
時
）
で
す
。

最
も
多
く
の
移
民
が
渡
航
し
た
先
は
南
洋
群
島

で
、
次
い
で
ハ
ワ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
と
続
き
ま
す
。

　

南
洋
群
島
に
は
８
３
２
人
、
ハ
ワ
イ
は

７
７
２
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
６
７
３
人
、
ブ
ラ

ジ
ル
は
４
４
３
人
で
す
。

　

字
別
で
み
る
と
、
南
洋

群
島
に
最
も
多
く
移
民

し
た
地
域
は
ダ
ン
ト
ツ
で

翁
長
（
１
７
９
人
）
で
、

次
い
で
保
栄
茂
（
１
１
２

人
）、
与
根
（
65
人
）、
座

安
（
61
人
）
と
続
き
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
へ
最
も
多
く

移
民
し
た
地
域
は
平
良

（
１
１
９
人
）
で
次
に
多

い
の
が
饒
波
（
１
０
３
人
）、

そ
し
て
保
栄
茂
（
85
人
）

と
続
き
ま
す
。
ハ
ワ
イ
に

は
高
良
同
志
会
と
い
う
旧

字
高
良
（
現
在
の
字
平
良
、

字
高
嶺
）
の
出
身
者
ら
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
互
助

会
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
翁
長

（
90
人
）
が
ト
ッ
プ
で
、

渡
嘉
敷
（
73
人
）、
我
那

覇
（
70
人
）
と
続
き
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
は
真
玉
橋
（
56
人
）
が
最
も
多

く
、
饒
波
（
31
人
）、
翁
長
（
30
人
）
と
続
き
ま
す
。

　

移
民
を
多
く
輩
出
し
た
ト
ッ
プ
３
の
字
は
翁

長
、
保
栄
茂
、
豊
見
城
。一
方
で
移
民
が
少
な
か
っ

た
字
は
田
頭
、
瀬
長
、
渡
橋
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
沖
縄
県
史
』（
一
九
七
四
年
、
沖
縄
県
教
育

委
員
会
編
）
に
は
、
昭
和
十
年
に
調
査
さ
れ
た

「
沖
縄
県
に
お
け
る
町
村
別
男
女
別
外
国
在
住

者
総
数
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

に
よ
る
と
、
当
時
、
外
国
に
住
ん
で
い
た
沖
縄

県
出
身
者
は
４
２
，
６
６
９
人
で
、
そ
の
内
、

豊
見
城
村
出
身
者
は
１
，
０
８
４
人
。
57
市
町

村
中
15
番
目
に
多
く
、
島
尻
地
区
で
も
大
里
村
、

小
禄
村
に
次
い
で
３
番
目
に
多
い
渡
航
者
数
で

し
た
。
意
外
に
豊
見
城
村
は
県
内
で
も
移
民
を

数
多
く
輩
出
し
た
地
域
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

(

市
史
移
民
編
担
当 

親
川)

渡航先(渡航者総数) １位 2位 3位
南洋群島(832人) 翁長(179人) 保栄茂(112人) 与根(65人)
ハワイ(772人) 平良(119人) 饒波(103人) 保栄茂(85人)

フィリピン(673人) 翁長(90人) 渡嘉敷(73人) 我那覇(70人)
ブラジル(443人) 真玉橋(56人) 饒波(31人) 翁長(30人)

沖縄県における町村別男女別外国在住者総数
町村名 男(人) 女(人) 総数(人)

1 中城村 2,500 1,595 4,095
2 羽地村 1,863 1,388 3,251
3 西原村 1,513 989 2,502
4 具志川村(中頭) 1,287 681 1,968
5 本部村 1,110 854 1,964
6 金武村 1,197 740 1,937
7 大里村 1,115 713 1,828
8 美里村 1,107 650 1,757
9 勝連村 1,071 607 1,678
10 小禄村 1,079 534 1,613
11 今帰仁村 695 558 1,253
12 名護町 734 399 1,133
13 浦添村 680 444 1,124
14 北谷村 726 394 1,120
15 豊見城村 663 421 1,084

『沖縄県史』(1974年3月 沖縄県教育委員会編)から抜粋

対 象 者　市内に住所を有する65歳以上の方
　　　　　  要介護（要支援）認定を受けていない若しくは

申請していない方
日　　時　5月〜7月（全10回）
　　　　　火曜日・水曜日・木曜日クラス
　　　　　13時〜14時50分まで
定　　員　各クラス6名　
受講料　無料　　　　　　　　　
場　　所　パソコンくらぶ　ポテンシャル
　　　　　（ドラッグイレブン名嘉地店近く）
コース　①初心者用パソコン基礎　
　　　　　②文書作成（基礎）
　　　　　③文書作成（応用）　
　　　　　④表 計 算（基礎）
　　　　　⑤表 計 算（応用）
　　　　　※①～⑤のコースからお好きなコースを2つ

お選びください。受講9回目と10回目は
インターネット講座を実施します。

申込締切　4月20日（水）
申込方法　  障がい・長寿課まで電話等でお申込みくださ

い。
　　　　　※応募者が多数の場合は選考になります。
　　　　　※受講経験のない方が優先となります。

対象者　市内に住所を有する65歳以上の方
　　　　　  要介護（要支援）認定を受けていない若しくは

申請していない方
日　　時　6月〜8月（全10回）
　　　　　火曜日・木曜日・金曜日クラス
　　　　　10時15分〜12時15分まで
定　　員　各クラス20名
受講料　無料
場　　所　エーススポーツクラブ（字真玉橋131-9）
コース　①豊見城中学校区　毎週火曜日　
　　　　　②長嶺中学校区　　毎週木曜日
　　　　　③伊良波中学校区　毎週金曜日
申込締切　4月22日（金）
申込方法　  障がい・長寿課まで電話等でお申込みくださ

い。
　　　　　※応募者が多数の場合は選考になります。
　　　　　※送迎希望の方は、受講期間中（３ヵ月）

1000円です。申込みの際に送迎の旨お伝
えください。

お問い合わせ　障がい・長寿課　☎856-4292

平成28年度　介護予防事業
脳がんじゅう教室（パソコン教室）

平成28年度　介護予防事業
ちゃ～がんじゅう教室（運動教室）
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健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課　

保
健
予
防
班 
☎
８
５
０
・
０
１
６
２

　
　
　
　
　
　

保
健
事
業
班 
☎
８
５
０
・
０
２
１
５

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

4
・
5
月
の
集
団
検
診
の
日
程
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受

診
を
ご
希
望
の
方
は
、
個
別
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

個
別
検
診
で
は
、
視
触
診
検
査
の
選
択
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
別
冊
「
と
み
ぐ
す
く
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ 

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
以
上
の
市
民
の
方
を
対
象
に
、
各
種
が
ん
検
診

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
と
み
ぐ
す
く
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

受
診
券
の
種
類

①  

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
②  

国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
が
ん
検
診
受
診
券
（
ハ

ガ
キ
タ
イ
プ
）

※
1
年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
受
診
券
利
用
時
の
補
助
額　

年
に
1
度

・  

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
検

査
） 

３
，
５
３
６
円

・
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
） 

１
，
２
３
６
円

・
肺
が
ん
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
） 

１
，
４
９
０
円

・
肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
検
査
） 

２
，
１
０
０
円

2
年
に
1
度
（
昨
年
度
補
助
を
利
用
し
て
い
な
い
方
）

・  

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
ま
た
は
エ
コ
ー

検
査
） 

２
，
９
６
８
円

・  

子
宮
頸
が
ん
検
診
（
細
胞
診
検
査
）
２
，
４
５
６
円　

が
ん
検
診
受
診
方
法

①
集
団
検
診
（
市
役
所
、
市
立
中
央
公
民
館
で
実
施
）

②
個
別
検
診
（
指
定
医
療
機
関
）

そ
の
他

※  

ピ
ロ
リ
菌
感
染
に
よ
る
胃
炎
で
の
除
菌
に
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
対
象
者
の
自
己
負
担
金
の
払
い
戻
し
に
つ
い

て
　

次
の
各
種
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
の
方

で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が

届
く
前
に
次
の
検
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
は
自
己
負
担

金
の
払
戻
申
請
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
推
進
課 

保
健
予
防
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対 

象 

者

　

受
診
日
当
日
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
27
年
4
月
1
日
時
点
で
次
の
年
齢
の
方

大
腸
が
ん
検
診　

○
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

乳
が
ん
検
診

○

 
 

40
歳
・
42
歳
・
45
歳
・
47
歳
・
50
歳
・
52
歳
・
55

歳
・
57
歳
・
60
歳

子
宮
頸
が
ん
検
診

○

 
 

20
歳
・
22
歳
・
25
歳
・
27
歳
・
30
歳
・
32
歳
・
35

歳
・
37
歳
・
40
歳

　

右
記
の
年
齢
該
当
者
の
う
ち
、
過
去
５
年
間
に
お
い

て
一
度
も
市
町
村
の
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

【
払
い
戻
し
の
対
象
と
な
る
検
診
内
容
】

○
大
腸
が
ん
・
・
・（
便
潜
血
検
査
）

○
子
宮
頸
が
ん
・
・
・（
細
胞
診
検
査
）

○
乳
が
ん
・
・
・（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

期　
　

限　

4
月
15
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ 

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

・  

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

・  

出
産
後
に
育
て
ら
れ
る
か
心
配
な
ど

　

妊
娠
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

○
県
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
（
県
助
産
師
会
）

 

☎
０
９
８
・
９
８
９
・
１
１
８
１

○
健
康
推
進
課 

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

平
成
27
年
度　

結
核
予
防
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
実
績

報
告
（
お
礼
）

　

結
核
予
防
会
の
主
催
で
結
核
や
肺
が
ん
な
ど
の
撲
滅

を
目
標
に
、
本
市
で
も
8
月
1
日
か
ら
展
開
し
て
き
ま

し
た
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に
つ
い
て
、
と
り
ま
と
め
た

募
金
を
3
月
2
日
付
け
で
結
核
予
防
会
沖
縄
県
支
部
に

収
め
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
総
額　

９
２
９
，
９
６
０
円

 

（
内
訳
／
自
治
会
８
４
６
，
４
０
２
円
）

そ 

の 

他　

８
３
，
５
５
８
円

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課 

☎
８
５
０
・
０
２
４
５

納
税
通
知
書
の
発
送
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
、
4
月

上
旬
の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
分
の
納
期

限
は
5
月
2
日
（
月
）
で
す
。

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い

て対
象
者　

  

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
納
税
者

ま
た
は
そ
の
代
理
人

必
要
書
類　

申
請
者
の
本
人
確
認
で
き
る
書
類

　
　
　
　
　
（
運
転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
な
ど
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

縦
覧
期
間　

5
月
2
日
（
月
）
ま
で

※
土
日
お
よ
び
祝
祭
日
の
閉
庁
日
を
除
く

縦
覧
時
間　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
（
昼
食
時
間
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

市
役
所
１
階　

税
務
課

住
宅
特
例
措
置
の
適
用
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

住
宅
や
ア
パ
ー
ト
等
の
居
住
用
の
建
物
が
建
っ
て
い

る
土
地
（
住
宅
用
地
）
の
課
税
標
準
額
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
と
そ
の
価
格
の
「
6
分
の
1
」
ま
た
は

「
3
分
の
1
」
に
減
額
す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
の
用
途
の
変
更
等
で
特
例
措
置
の
適
用
が
漏
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
所
有
さ
れ
て
い

る
土
地
の
課
税
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か
は
、
納
税
通
知
書

（
土
地
明
細
書
の
小
規
模
・
一
般
地
積
の
欄
に
適
用
地

積
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
）
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
用
途
を
変
更
し

た
場
合
（
店
舗
か
ら
住
宅
に
、
住
宅
か
ら
店
舗
に
変
更
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し
た
場
合
）
に
は
、
住
宅
用
地
の
認
定
が
変
わ
り
ま
す

の
で
税
務
課
へ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

既
に
存
在
し
な
い
家
屋
（
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
）

が
課
税
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

税
務
課
で
は
、
滅
失
家
屋
を
把
握
す
る
た
め
現
場
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
滅
失
に
気
づ
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
滅
失
し
た
家
屋
（
全
部
ま
た
は
一

部
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
か
納
税
通
知
書
（
家
屋
明

細
書
）
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

共
有
分
固
定
資
産
税
の
持
分
毎
の
分
割
納
付
に
つ
い

て
　

土
地
や
建
物
を
2
人
以
上
で
所
有
（
共
有
）
し
て
い

る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
共
有
代
表
者
の
方
に
『
代

表
者
名　

外
○
名
』
と
し
て
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

　

共
有
資
産
に
つ
き
ま
し
て
、
代
表
者
の
変
更
ま
た
は
、

他
の
共
有
者
へ
の
通
知
を
さ
れ
た
い
場
合
、
持
分
に
応

じ
て
納
付
書
を
分
割
し
て
ほ
し
い
方
は
、
税
務
課
資
産

税
班
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

企
画
調
整
課 

☎
８
５
０
・
０
２
４
６　

　

平
成
28
年
2
月
26
日
に
総
務
省
か
ら
速
報
値
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
介
護
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

人　
　

口

　

平
成
22
年　

５
７
，
２
６
１
人

　

平
成
27
年　

６
１
，
１
２
８
人

　

増
減
数　

＋
３
，
８
６
７
人

世 

帯 

数　

　

平
成
22
年　

１
９
，
３
３
２
世
帯

　

平
成
27
年　

２
１
，
７
７
１
世
帯

　

増 

減 

数　

＋
２
，
４
３
９
世
帯

※  

平
成
27
年
デ
ー
タ
は
速
報
値
で
あ
る
た
め
今
後
の
確

報
値
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
各
施
設
の
関
係
者
の
方
々
、
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
推
進
課 

☎
８
５
０
・
０
１
５
９

平
成
28
年
度
「
市
民
団
体
活
動
支
援
事
業
」
補
助
金

交
付
団
体
募
集
に
つ
い
て

補
助
金
額

　

一
団
体
に
つ
き
事
業
費
の
90
％
以
内
で
30
万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

対
象
団
体

①  

構
成
員
が
3
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
過
半
数
が
市

内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

②  

特
定
の
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
ま
た
は
営
利
活
動
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

③  

活
動
の
拠
点
が
豊
見
城
市
内
で
あ
る
こ
と
。

④  

こ
の
補
助
金
の
交
付
を
２
回
以
上
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

①  

自
主
的
か
つ
公
益
的
な
分
野
に
お
け
る
事
業
で
あ
る

こ
と
。

②  

他
の
公
的
資
金
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
い
な
い
事
業

で
あ
る
こ
と
。

申
請
方
法

　

申
請
書
様
式
を
協
働
の
ま
ち
推
進
課
窓
口
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
協
働
の
ま
ち
推
進
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※  

詳
し
く
は
、
協
働
の
ま
ち
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

5
月
31
日
（
火
）
ま
で

障
が
い
・
長
寿
課 

☎
８
５
０
・
５
３
２
０

特
別
障
害
者
手
当
等
の
額
の
改
定
に
つ
い
て　
　
　

　

平
成
28
年
度
の
特
別
障
害
者
手
当
額
に
つ
い
て
は
、

「
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
額
等
の

改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
で
、
次
の
と
お

り
改
定
に
な
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当　

平
成
27
年
度
（
改
定
前
）

○
月
額
２
６
，
６
２
０
円

平
成
28
年
度
（
改
定
後
）

○
月
額
２
６
，
８
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

平
成
27
年
度
（
改
定
前
）

○
月
額
１
４
，
４
８
０
円

平
成
28
年
度
（
改
定
後
）

○
１
４
，
６
０
０
円

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
平
成
27
年
度
（
改
定
前
）　

○
月
額
１
４
，
４
８
０
円

平
成
28
年
度
（
改
定
後
）

○
１
４
，
６
０
０
円

※  

年
4
回
（
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
）
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
の
3
ヵ
月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
保
年
金
課 

☎
８
５
０
・
０
１
３
９

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
就
業
年
限
1
年
以
上
で

あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
申
請
さ
れ
る

際
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
と
年
金
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※  

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
、
過
去
2
年
1
ヵ
月
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
追
納
し
て
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

○
国
保
年
金
課 

年
金
窓
口 

☎
８
５
０
・
０
１
３
９

○
那
覇
年
金
事
務
所 

☎
０
９
８
・
８
５
５
・
１
１
２
２

社
会
福
祉
課 

☎
８
５
０
・
０
１
５
３　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
込
み
が

始
ま
り
ま
す
！

支 

給 

額　

3
万
円
（
振
り
込
み
）

支
給
対
象
者　

  

平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
の

う
ち
、
平
成
27
年
度
住
民
税
非
課
税
の
方

（
課
税
者
の
扶
養
下
に
あ
る
方
を
除
く
）

申
請
受
付
開
始　

4
月
1
日
か
ら

申
請
方
法　

  

郵
送
も
し
く
は
窓
口
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
身
分
証
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
）

○  

振
込
先
を
証
明
す
る
書
類
（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
）　

○
印
鑑

農
林
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
林
水
産
課 

☎
８
５
０
・
５
３
０
５

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

緑
の
募
金
は
、
身
近
な
緑
づ
く
り
に
活
用
す
る
ほ
か
、

貴
重
な
水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
の
森
林
の
整
備
や
地

球
規
模
で
の
緑
の
環
境
を
守
り
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

募
金
期
間　

4
月
30
日
ま
で

家
庭
募
金　

２
０
０
円
以
上
（
目
安
）

職
場
募
金　

５
０
０
円
以
上
（
目
安
）

害
虫
（
ナ
ス
ミ
バ
エ
）
防
除
に
ご
協
力
を

ナ
ス
ミ
バ
エ
は
農
作
物
の
害
中
で
す

○
国
内
で
は
沖
縄
本
島
だ
け
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
成
虫
の
大
き
さ
は
約
6
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

○  
幼
虫
が
ピ
ー
マ
ン
や
シ
マ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ト
マ
ト
、

ナ
ス
な
ど
の
ナ
ス
科
野
菜
の
果
実
を
食
害
し
ま
す
。

○  

寄
生
の
疑
い
の
あ
る
果
実
は
除
去
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
密
閉
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○  

畑
内
・
周
辺
に
あ
る
ナ
ス
科
雑
草
は
早
期
に
除
去
し

ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

○
県
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー

TOMIGUSUKU CITY PUBLIC RELATIONS　2016.4 22

INFORMATION



 

☎
０
９
８
・
８
８
６
・
３
８
８
０

○
農
林
水
産
省 

那
覇
植
物
防
疫
事
務
所

 

☎
０
９
８
・
８
６
８
・
１
６
７
９

下
水
道
課
・
農
林
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　

下
水
道
課
（
公
共
下
水
道
）  

☎
８
５
０
・
８
１
６
４

農
林
水
産
課
（
農
業
集
落
排
水
） 

☎
８
５
０
・
５
３
０
５

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
に
接
続
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

公
共
下
水
道
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
区
域
で
接

続
が
ま
だ
の
ご
家
庭
は
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。（
接
続
の
可
否
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
な
お
、
汲
み
取
り
便
所
、
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止

し
て
接
続
す
る
場
合
は
、
工
事
の
資
金
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
。

※  

農
業
集
落
排
水
と
は
保
栄
茂
・
翁
長
の
一
部
地
域
の

下
水
道
で
す
。

貸
付
限
度
額　

個
人
住
宅
30
万
円
／
集
合
住
宅
80
万
円

返
済
方
法　 

 

40
回
以
内
の
毎
月
元
金
均
等
払
い
（
無
利

息
）

公
共
下
水
道
接
続
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

補
助
対
象
工
事

　

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
内
で
合
併
浄
化
槽
、
単
独

浄
化
槽
ま
た
は
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
廃
止
し
て
行

う
排
水
設
備
工
事
で
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
確
認
申

請
書
」
を
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
申
請
し
、
平
成

29
年
1
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
。

※  

新
築
の
建
物
や
農
業
集
落
排
水
（
保
栄
茂
地
区
、
翁

長
一
部
地
区
）
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
額

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
建
物

・  

補
助
対
象
工
事
費
が
5
万
円
未
満
の
場
合
（
当
該
工

事
費
の
額
）

・  

補
助
対
象
工
事
費
が
5
万
円
以
上
の
場
合
（
5
万
円
）

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
式
便
所
を
設
置
し

て
い
る
建
物

・  

補
助
対
象
工
事
費
が
10
万
円
未
満
の
場
合
（
当
該
工

事
費
の
額
）

・
補
助
対
象
工
事
費
が
10
万
円
以
上
の
場
合
（
10
万
円
）

※  

当
該
工
事
費
の
額
に
1
万
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

申
請
受
付

　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
（
仮
）
受
付

※  

国
の
補
助
金
（
間
接
補
助
）
を
活
用
し
て
い
る
た
め
、

正
式
な
受
付
は
国
か
ら
の
補
助
金
交
付
決
定
後
開
始

し
ま
す
。（
4
月
中
旬
予
定
）

水
道
部
施
設
課 

☎
８
５
０
・
０
１
１
１　
　

指
定
給
水
工
事
事
業
者
（
4
月
）

▼
宅
地
内
修
理
当
番

※
宅
地
内
修
理
は
有
料

4
月　
（
株
）
太
閤
建
設　

字
真
玉
橋
498-

1

 

☎
８
５
６
・
６
２
７
６

▼
道
路
側
修
理
当
番

4
月　
（
有
）
東
志
工
業　

字
上
田
95-

1

 

☎
８
５
０
・
３
９
２
２

農
業
委
員
会
事
務
局 

☎
８
５
０
・
５
３
３
９

「
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
」
お
よ
び
「
農
地
法
」

の
改
正
に
つ
い
て

　
「
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
」
お
よ
び
「
農
地
法
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

①  

農
業
委
員
会
の
役
割
が
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
」
と
し
て
強
化
さ
れ
ま
す
。

②  

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

③  

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

④  「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
に
関
す
る
意

見
提
出
が
責
務
に
な
り
ま
す
。

⑤  
農
業
委
員
会
活
動
の
「
見
え
る
化
」
を
さ
ら
に
進
め

ま
す
。

⑥  

都
道
府
県
農
業
会
議
が
「
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
構
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

⑦
農
地
制
度
も
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
振
興
課 
☎
８
５
０
・
３
５
９
１　
　
　

第
41
回
「
市
長
杯
新
春
囲
碁
大
会
」
成
績

Ａ
組
（
四
段
以
上
16
人
）

優　
　

勝　

幸こ
う

地ち　

弘ひ
ろ
し

さ
ん
（
六
段
）

準 

優 

勝　

宮み
や

川か
わ　

尚ひ
さ

夫お

さ
ん
（
六
段
）

三　
　

位　

宮み
や

川か
わ　

久ひ
さ
し

さ
ん
（
五
段
）

Ｂ
組
（
三
段
・
二
段
22
人
）

優　
　

勝　

仲な
か

村む
ら　

清せ
い

治じ

さ
ん
（
三
段
）

準 

優 

勝　

與よ

那な

覇は　

力つ
と
む

さ
ん
（
三
段
）

三　
　

位　

安や
す

村む
ら　

晃あ
き
ら

さ
ん
（
三
段
）

Ｃ
組
（
初
段
～
4
級
15
人
）

優　
　

勝　

小お

渡ど　

雅ま
さ

己み

さ
ん
（
初
段
）

準 

優 

勝　

東
あ
が
り

江え　

實さ
ね

勝か
つ

さ
ん
（
三
級
）

三　
　

位　

下し
も

地じ　

孝た
か

範の
り

さ
ん
（
初
段
）

平
成
28
年
4
月
か
ら
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

　

大
変
長
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
長
年
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
た
豊
見
城
総
合
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
、
全
面
人
工
芝
コ
ー
ト
に
改
修
さ
れ
、

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
♪

　

こ
れ
か
ら
も
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
促
進
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
た
施
設
で
の
テ
ニ
ス
を

ぜ
ひ
と
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

豊
見
城
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

豊
見
城
警
察
署 

☎
８
５
０
・
０
１
１
０
※
緊
急
は
１
１
０
番

進
学
・
進
級
時
に
お
け
る
少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害

防
止
と
有
害
環
境
の
浄
化
に
ご
協
力
を
！

　

新
入
学
期
は
、
進
学
、
進
級
、
就
職
等
の
生
活
環
境

変
化
の
影
響
で
、
不
良
行
為
や
万
引
き
等
の
非
行
に
走

り
が
ち
で
す
の
で
、
子
ど
も
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
新
入
学
期
に
は
、
子
ど
も
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
買
い
与
え
る
こ
と
で
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
無
料
ア

プ
リ
を
利
用
し
て
事
件
の
被
害
に
あ
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
有
害
サ
イ
ト
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

期　
　

間　

4
月
6
日
（
水
）～
4
月
15
日
（
金
）

　

4
月
10
日
（
日
）
は
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

で
す
。

○
正
し
い
ル
ー
ル
で
交
通
安
全

○
交
通
事
故
を
ゼ
ロ
に

平
成
28
年
沖
縄
県
水
難
事
故
防
止
運
動
の
実
施　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期　
　

間　

4
月
28
日
（
木
）～
8
月
31
日
（
水
）

○  

海
水
浴
・
川
遊
び
等
で
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○  

ダ
イ
ビ
ン
グ
、
水
上
バ
イ
ク
等
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗
難
に
ご
注
意
を
‼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

駐
車
す
る
場
合
は
、
2
個
以
上
の
カ
ギ
掛
け
（
ツ
ー

ロ
ッ
ク
）、
チ
ェ
ー
ン
等
で
の
固
定
物
へ
の
連
結
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

還
付
金
詐
欺
に
注
意
‼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

高
齢
者
宅
の
固
定
電
話
に
県
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、

「
医
療
費
の
一
部
が
戻
る
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
」
等
と
言
っ
て
、
騙
す
詐
欺
が
県
内
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

不
審
な
内
容
の
ご
相
談
は
#
９
１
１
０
、
最
寄
り
の

警
察
署
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
禄
・
豊
見
城
地
区
防
犯
協
会 

☎
８
５
６
・
７
８
８
４

ポ
ス
タ
ー
と
標
語
・
青
パ
ト
写
真
を
募
集
し
ま
す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

課　
　

題
【
ポ
ス
タ
ー
標
語
】

①
子
供
・
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

②
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
防
止

③
暴
力
団
離
脱
者
就
労
支
援
【
青
パ
ト
写
真
】
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④
青
色
回
転
灯
装
備
車
の
活
動
中
の
写
真

応
募
資
格　

問
い
ま
せ
ん
。

応
募
の
決
ま
り

・  

応
募
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
、
学
年
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
統
一
ポ
ス
タ
ー

・  

デ
ザ
イ
ン
は
、
B3
判
、
A2
判
相
当
の
ヨ
コ
描
き
で
作
っ

て
く
だ
さ
い
。

・  

作
品
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
の
文
字

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

全
国
統
一
標
語
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

・
応
募
は
、
一
課
題
に
つ
き
一
人
1
点
。

・  

郵
便
は
が
き
か
、
は
が
き
大
の
も
の
に
タ
テ
書
き
で
、

一
枚
の
用
紙
に
1
点
の
み
お
書
き
く
だ
さ
い

青
パ
ト
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

・
応
募
は
一
人
5
点
ま
で
。

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
A4
サ
イ
ズ
（
2L
サ
イ
ズ
で
も
可
）

・  

デ
ジ
タ
ル
写
真
可
（
た
だ
し
印
画
紙
に
プ
リ
ン
ト
し

た
も
の
）

・  

所
定
の
応
募
票
を
作
品
の
ウ
ラ
に
貼
付
の
う
え
、
郵

送
で
応
募
（
応
募
票
は
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
HP
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

送 

付 

先　

各
地
区
防
犯
協
会
（
各
警
察
署
内
）

締 

切 

り　

5
月
20
日
（
金
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
っ
ぴ
～
か
ら
の
お
知

ら
せ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
っ
ぴ
～

 

☎
８
５
０
・
９
２
１
４

地
域
子
育
て
出
前
支
援
に
つ
い
て

　

保
育
士
が
地
域
に
出
向
き
、
親
子
と
一
緒
に
遊
具
遊

び
や
手
遊
び
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
豊
崎
地
域
連
携
室
（
豊
崎
小
学
校
体
育
館
2
階
）

日　
　

時　

4
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

対　
　

象　

豊
崎
在
住
の
0
歳
～
就
学
前
の
親
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
県
営
真
玉
橋
団
地
集
会
所

日　
　

時　

4
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

対　
　

象　

  

県
営
真
玉
橋
団
地
在
住
の
0
歳
～
就
学
前

の
親
子

※  

利
用
料
は
無
料
で
、
祖
父
母
の
参
加
も
可
能
で
す
。

お
子
さ
ん
の
安
全
管
理
は
保
護
者
の
方
が
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。

「
キ
ッ
ズ
（
ベ
ビ
ー
）
＆
マ
マ
ヨ
ガ
」

日

時　

4
月
20
日
（
水
）
10
時
15
分
～
11
時
30
分

対

象　

0
歳
～
就
学
前
の
親
子
25
組

場

所　

豊
見
城
団
地
集
会
所
・
子
育
て
支
援
所

受
付
期
間　 

 

4
月
12
日
（
火
）
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま

で

健
康
推
進
課
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課　

保
健
予
防
班 

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

地
域
の
子
育
て
応
援
団
「
母
子
保
健
推
進
員
」
大
募

集
！

～  

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
す
く
す
く
育
つ
よ
う
、
お
手

伝
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

活
動
内
容

①
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
母
子
保
健
事
業
の
お
手
伝
い

②  

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
（
宝
宝
）
事
業
の
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
な
ど

申
込
み
先　

健
康
推
進
課

※  
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

離
乳
食
実
習
受
講
生
募
集

日

時　

①
4
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　

②
5
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所　

市
立
中
央
公
民
館　

調
理
実
習
室

対

象　

生
後
5
～
6
ヵ
月
児
の
保
護
者
15
組　
　

準 

備 

物　

  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、
授
乳
ケ
ー

プ
、
親
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

健
康
推
進
課
へ
電
話
予
約

申
込
期
間　

①
4
月
11
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
　
　

②
5
月
9
日
（
月
）
ま
で

※  

お
ん
ぶ
で
離
乳
食
づ
く
り
に
挑
戦
！
お
子
さ
ま
も
で

き
る
だ
け
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
消
防
本
部
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

市
消
防
本
部 

☎
８
５
０
・
３
１
０
５

女
性
消
防
団
員　

随
時
募
集
（
消
防
団
員
募
集
）　　

資　
　

格　

  

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上

（
大
学
生
・
専
門
学
校
生
可
）

※  

「
若
い
力
」
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、　

消
防

団
員
に
興
味
の
あ
る
方
や
サ
ー
ク
ル
団
体
の
メ
ン
バ
ー

は
、
消
防
団
担
当
の
警
防
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
サ
ー
ク
ル
団
体
等
の
入
団
お
待
ち
し
て
い
ま
す
）

応
急
手
当
講
習
会
に
つ
い
て

普
通
救
命
講
習
会
（
毎
月
2
回
）　

・
第
1
木
曜
日　

9
時
30
分
～
12
時
30
分

・
第
4
木
曜
日　

18
時
30
分
～
21
時
30
分

上
級
救
命
講
習
会
（
毎
年
2
回
（
11
月
と
2
月
））

8
時
間
講
習
（
効
果
試
験
有
り
）

・
第
3
日
曜
日　

9
時
～
18
時

場　
　

所　

市
消
防
本
部　

2
階
講
堂

申
込
人
数　

  

各
20
名
ま
で
、
た
だ
し
3
名
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

申
込
期
限

　

講
習
会
日
の
10
日
前
ま
で
に
受
付
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
内
（
管
轄
内
）
に
住
所
ま
た
は
職
場
が
あ
る
方
。

障
が
い
・
長
寿
課 

☎
８
５
０
・
５
３
２
０

平
成
28
年
度 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）

の
受
講
者
募
集

受
講
条
件　

○
市
内
に
居
住
ま
た
は
在
勤
の
高
校
生
以
上
の
方

○  

入
門
編
講
座
終
了
後
、
継
続
し
て
基
礎
編
講
座
の
受

講
が
可
能
な
方

○  

将
来
、
本
市
の
登
録
手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き

る
方

会　
　

場　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

受 

講 

日　 
 

6
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月
1
日
（
毎
週

水
曜
日
）

時　
　

間　

19
時
～
21
時

受 

講 

料　

  

無
料
（
※
た
だ
し
、
教
材
費
は
実
費
で
す
）

申
込
締
切　

5
月
16
日
（
月
）

申
込
方
法　

  

申
込
書
を
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
障
が
い
・
長
寿
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
立
中
央
公
民
館
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

市
立
中
央
公
民
館 

☎
８
５
０
・
３
２
８
０

共
催
講
座
「
や
さ
し
い
ソ
ー
イ
ン
グ
講
座
」

期　
　

間　 
 

5
月
17
日
～
6
月
14
日
（
毎
週
火
曜
日　

全
5
回
）

場　
　

所　

市
立
中
央
公
民
館
1
階
会
議
室

時　
　

間　

14
時
～
16
時

受 

講 

料　

  

無
料
（
材
料
費
１
，
６
０
０
円
は
自
己
負
担
）

内　
　

容　

簡
単
な
手
作
り
服
の
製
作

持 
ち 

物　

  

テ
ー
プ
メ
ジ
ャ
ー
、
直
線
も
の
さ
し
、
鉛

筆
、
洋
裁
道
具
一
式

対　
　

象　
  

一
般
市
民　

先
着
15
組
（
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
）

申
込
期
間　

4
月
13
日
（
水
）
か
ら

申
込
方
法　

  
市
立
中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
お
電
話
で

申
込
み
お
願
い
し
ま
す
。

共
催
講
座
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期　
　

間　 
 

5
月
10
日
～
6
月
7
日
（
毎
週
火
曜
日　

全
5
回
）
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場　
　

所　

市
立
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル

時　
　

間　

10
時
～
12
時

受 
講 
料　

無
料

持 
ち 
物　

  

軽
装
（
運
動
の
服
装
・
シ
ュ
ー
ズ
）、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
筒
、

タ
オ
ル

定　
　

員　

先
着
15
名

申
込
期
間　 

 

4
月
13
日
（
水
）
か
ら
（
平
日
9
時
～
17

時
15
分
）

申
込
方
法　

  

市
立
中
央
公
民
館
窓
口
か
お
電
話
で
申
込

み
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
課 
☎
８
５
０
・
０
９
６
１

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
募
集
（
小
中
学
校
）

勤
務
場
所　

市
立
小
中
学
校
で
の
勤
務

勤
務
時
間　

８
時
15
分
～
16
時
45
分

時　
　

給　

８
８
０
円

必
要
資
格　

教
員
免
許
状

保
育
幼
稚
園
課 

☎
８
５
０
・
５
０
８
８

市
立
幼
稚
園
臨
時
職
員
の
募
集

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
可
）

提 

出 

先　

保
育
幼
稚
園
課
（
市
役
所
１
階
）

○
幼
稚
園
教
諭
（
担
任
）

勤
務
場
所　

市
立
幼
稚
園
で
の
勤
務

勤
務
時
間　

８
時
15
分
～
17
時　

シ
フ
ト
制

※
７
時
30
分
か
ら
勤
務
の
場
合
あ
り

時　
　

給　

１
，
０
０
０
円

必
要
資
格　

幼
稚
園
教
諭
免
許
１
種
ま
た
は
２
種

○
幼
稚
園
教
諭
（
預
か
り
保
育
）

勤
務
場
所　

市
立
幼
稚
園
で
の
勤
務

勤
務
時
間　

９
時
45
分
～
18
時
30
分
（
月
～
金
）

　
　
　
　
　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

　
　
　
　
　
（
土
曜
日
早
番
・
遅
番
あ
り
）

時　
　

給　

９
１
０
円

必
要
資
格　

  

幼
稚
園
教
諭
免
許
１
種
も
し
く
は
２
種
ま

た
は
保
育
士
資
格

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
幼
稚
園
）

勤
務
場
所　

市
立
幼
稚
園
で
の
勤
務

勤
務
時
間　

14
時
30
分
～
18
時
30
分

時　
　

給　

８
８
０
円

必
要
資
格　

  

幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
優

遇

※  

書
類
審
査
の
う
え
面
接
を
行
い
ま
す
。
面
接
の
連
絡

が
な
い
場
合
は
空
き
待
ち
と
な
り
ま
す
。

　

  

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
責
任
を
持
っ
て
破
棄

し
ま
す
。

※  

各
職
種
と
も
普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
必
要
で
す
。

（
財
）
県
国
際
交
流
・
人
材
育
成
財
団

 

☎
０
９
８
・
９
４
２
・
９
２
１
３

平
成
28
年
度
（
財
）
県
国
際
交
流
・
人
材
育
成
財
団

奨
学
生
（
貸
与
）
募
集

採
用
予
定
人
数

◯
大
学
生　
　
　
　
　
　
　
　

144
人
程
度

◯
専
修
学
校
生
（
専
門
課
程
）
20
人
程
度

◯
高
等
専
門
学
校
生　
　
　
　

若
干
名

◯
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
　

９
人
程
度

資

格

　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
で
、
国
内
の
大
学

（
短
大
含
む
）、
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）、
高
等
専
門

学
校
ま
た
は
大
学
院
に
在
学
し
て
い
る
者

貸
与
額
（
い
ず
れ
も
月
額
）

◯
県
内
大
学
・
県
内
専
修
学
校　

　

▼
４
万
円
ま
た
は
４
万
５
千
円

◯
県
外
大
学
・
県
外
専
修
学
校

　

▼
４
万
５
千
円
ま
た
は
５
万
５
千
円

◯
県
内
高
等
専
門
学
校
（
国
公
立
）

　

▼
２
万
１
千
円

◯
県
外
高
等
専
門
学
校

　

▼
２
万
２
千
５
百
円
ま
た
は
３
万
５
千
円

◯
大
学
院

　

▼
７
万
円
ま
た
は
８
万
円

※  

無
利
息
で
貸
与
さ
れ
、
返
還
期
間
は
10
年
以
内
で
す
。

学
校
教
育
課
で
、
申
請
書
類
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
限　

４
月
15
日
（
金
）

わ
く
わ
く
児
童
館 
☎
８
５
６
・
７
１
２
４

受
付
期
間　

各
ク
ラ
ブ
4
月
18
日
（
月
）
か
ら

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　

10
時
30
分
～
12
時
／
13
時
～
15
時

【
親
っ
子
ク
ラ
ブ
】

受
付
期
間　

4
月
18
日
（
月
）～
22
日
（
金
）

活
動
期
間　

5
月
～
平
成
29
年
2
月

※
学
校
の
春
・
夏
・
秋
・
冬
休
み
の
日
は
お
休
み

活
動
日
時　

毎
週
火
曜
日　

10
時
30
分
～
12
時

対　
　

象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
以
前
利
用
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

年 

会 

費　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
２
人
目
か
ら
１
，
５
０
０
円
）

定　
　

員　

先
着
20
組

【
空
手
ク
ラ
ブ
】

期　
　

間　

5
月
～
平
成
29
年
3
月

活
動
日
時　

第
2
・
4
土
曜
日　

10
時
～
11
時

対　
　

象　

小
学
１
年
生
以
上
（
※
随
時
受
付
）

年 

会 

費　

無
料

【
わ
く
児
ぃ
ク
ラ
ブ
】

期　
　

間　

5
月
～
平
成
29
年
3
月

活
動
日
時　

第
3
土
曜
日　

10
時
30
分
～

※
行
事
に
よ
っ
て
変
更
が
あ
り
ま
す

対　
　

象　

小
学
3
年
生
以
上　

先
着
10
組

※
以
前
利
用
し
た
児
童
は
対
象
外
で
す
。

活 

動 

費　

活
動
の
内
容
に
応
じ
て
徴
収
し
ま
す
。

真
嘉
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

☎
８
４
０
・
６
８
２
８　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
期
間　

4
月
18
日
（
月
）～
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
17
時

※  

電
話
で
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。
直
接
セ
ン
タ
ー
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際
に
活
動
費
を
徴

収
し
ま
す
。

【
親
子
ク
ラ
ブ
】

活
動
期
間　

  

火
曜
日
（
5
月
～
平
成
29
年
2
月
）

※  

学
校
の
春
・
夏
・
秋
・
冬
休
み
の
間
は
お
休
み
に
な

り
ま
す

時　
　

間　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対　
　

象　

  

市
内
在
住
の
家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る

親
子
（
6
ヵ
月
～
4
歳
）

定　
　

員　

  

先
着
15
組　

※
初
め
て
の
方
が
優
先
と
な

り
ま
す
。

活 

動 

費　

年
額
１
組
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

兄
弟
割
引
あ
り

　
　
　
　
　
（
２
人
目
か
ら
１
，
５
０
０
円
）

【
三
線
ク
ラ
ブ
（
初
級
）】

活
動
期
間　

土
曜
日
（
５
月
～
８
月
）

時　
　

間　

10
時
40
分
～
12
時

対　
　

象　

  

市
内
在
住
の
小
学
３
年
～
中
学
生
で
三
線

を
持
参
で
き
る
児
童
・
生
徒

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
保
護
者
の
参
加
も
認
め
ま
す
。

定　
　

員　

先
着
15
名

活 

動 

費　

１
期
分
（
５
月
～
８
月
）
４
，
３
０
０
円

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
】

活
動
期
間　

第
3
土
曜
日
（
毎
月
1
回
）

時　
　

間　

14
時
～
15
時

対　
　

象　

  

市
内
在
住
の
小
学
3
年
生
以
上
高
校
生
ま

で

定　
　

員　

先
着
15
名

活 

動 

費　

必
要
に
応
じ
て
徴
収

内　
　

容　

  
セ
ン
タ
ー
の
行
事
の
お
手
伝
い
、
製
作
活

動
や
遊
び
等
を
通
し
て
仲
間
作
り
を
す
る

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

☎
８
５
０
・
７
７
１
６　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集　
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自
ら
の
能
力
や
経
験
を
活
か
し
て
、
社
会
に
役
立
つ

仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　
　

象　
  

市
内
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
60
歳
以
上

の
健
康
な
方
！

説
明
会　

4
月
15
日
（
金
）
10
時
～
12
時

場

所　

  
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
陸
上
競
技
場
1
階
）

年
会
費　

２
，
０
０
０
円

　

雇
用
就
業
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
基
礎

的
な
知
識
、
技
能
を
付
与
す
る
た
め
の
技
能
講
習
会
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
た
い
方
も
会
員
に
入
会
す
れ

ば
参
加
で
き
ま
す

○
毛
筆
サ
ー
ク
ル　

○
民
謡
サ
ー
ク
ル　

○
三
線
サ
ー
ク
ル　

○
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル

○
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル　

○
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

○
琉
舞
お
よ
び
小
物
作
り
サ
ー
ク
ル

※  

日
時
、
場
所
、
入
会
金
、
月
会
費
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

お
仕
事
の
依
頼

①
お
手
軽
に
電
話
で
の
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

②  

ご
相
談
・
お
見
積
り
（
無
料
）
の
う
え
、
セ
ン
タ
ー

と
契
約
を
結
び
ま
す
の
で
、
会
員
の
就
業
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
に
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

③
公
益
法
人
の
為
、
安
心
で
割
安
で
す
。

お
仕
事
の
内
容

サ
ー
ビ
ス
分
野

○
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど

折
衡
・
外
交
分
野

○
広
報
・
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

屋
内
外
の
一
般
作
業

○
除
草
・
草
刈
り
・
枝
切
り
・
剪
定
な
ど

管
理
分
野

○
駐
車
場
整
理
、
公
共
施
設
管
理
な
ど

事
務
分
野

○
毛
筆
宛
名
・
賞
状
筆
耕
、
整
理
事
務
な
ど

専
門
技
術
分
野

○
大
工
作
業
、
塗
装
作
業
な
ど

　

短
期
間
、
短
時
間
の
お
仕
事
も
喜
ん
で
お
引
き
受
け

し
ま
す
。

　

次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
紙

面
に
お
い
て
紹
介
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼  

伊
敷
光
永
さ
ん
（
字
上
田
）
か
ら
、
85
歳
成
年
祝
い

記
念
の
寄
付
金
と
し
て
10
万
円

●法律相談（弁護士）
と 　 き：第1・第3水曜日 9時〜12時
と こ ろ：社会福祉センター
お問い合わせ：☎856-2782（事前予約が必要です）
●法律相談（司法書士）
と 　 き：第2・第4水曜日 10時〜12時
と こ ろ：市役所1階　市民相談室
お問い合わせ：☎850-0159（事前予約が必要です）
●家庭児童相談室
と 　 き：月曜〜金曜日　9時〜16時30分
お問い合わせ：☎840-5633
●障害福祉に関する相談・障害者虐待に関する相談、通報
桜山荘障がい者相談支援センターさくら（字高嶺）
お問い合わせ：☎840-5904
指定相談支援事務所ひまわり（字渡橋名）
お問い合わせ：☎856-6639
豊見城市障がい・長寿課　障がい福祉班（平日8時30分〜17時15分）
お問い合わせ：☎850-5320/FAX856-7046
虐待通報（夜間・休日）
☎850-0024　
●適応指導教室
と 　 き：月曜〜金曜日　10時〜16時
と こ ろ：教育相談室（市陸上競技場内）
お問い合わせ：☎856-1538
●職場におけるセクシュアルハラスメント相談
と 　 き：毎週月曜日・水曜日 10時〜17時
　　　　　　※専門の相談員が対応
　　　　　　それ以外の平日 8時30分〜17時15分
　　　　　　※雇用均等室職員が対応
と こ ろ：沖縄労働局雇用均等室（土日、祝祭日は閉庁）
お問い合わせ：☎098-868-4380
●労働に関する相談
◎沖縄県女性就業・労働相談センター
と 　 き：電話相談　月曜日〜土曜日　9時〜20時（祝日を除く）
　　　　　　対面相談　月曜日〜金曜日　9時〜17時
　　　　　　　　　　　（祝日を除く※要予約）
と こ ろ：沖縄県三重城合同庁舎5階
お問い合わせ：☎0120-610-223
◎沖縄労働局総合労働相談コーナー
と 　 き：月曜日〜金曜日　9時〜12時/13時〜17時
と こ ろ：沖縄労働局企画室内
お問い合わせ：☎098-868-6060
◎那覇総合労働相談コーナー
と 　 き：月曜日〜金曜日　9時〜12時/13時〜17時
と こ ろ：那覇労働基準監督署
お問い合わせ：☎098-868-8008
●男性相談（男性相談員が対応します）
と 　 き：日曜・月曜　10時〜16時
お 休 み：年末年始（12/29〜1/3）※月曜が祝日の場合
相 談 方 法：電話相談のみ
お問い合わせ：☎098-868-4011
●女性相談
と 　 き：月曜〜金曜日　9時30分〜16時30分
お問い合わせ：☎840-5633（家庭児童相談室）
●消費生活相談
と 　 き：第1・第3火曜日　10時〜12時/13時〜16時
と こ ろ：市役所1階（市民相談室）
お問い合わせ：☎850-0159（協働のまち推進課）
●みんなの人権110番　全国人権共通人権相談ダイヤル
受 付 時 間：月曜日〜金曜日　8時30分〜17時15分
お問い合わせ：☎0570-003-110
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	 2016
	 April

4月 市民カレンダー

瀬長島
2月分のごみ回収量

約560㎏
市内 1 世帯あたりから出
たごみの量（2月）

約47.6㎏
日 月 火 水 木 金 土

3	 旧2.26 4	 旧2.27	5	 旧2.28 6	 旧2.29 7	 旧3.1 8	 旧3.2 9	 旧3.3
消費生活相談

（1階市民相談室）
10時〜12時／13時〜16時
BCG集団接種

（市役所4階保健センター）
受付14時〜15時

市立小中学校入学式
（各小中学校）

10	 旧3.4 11	 旧3.5 12	 旧3.6 13	 旧3.7 14	 旧3.8 15	 旧3.9 16	 旧3.10
清明祭（シーミー） 市立幼稚園入園式

（各幼稚園）
乳幼児健康相談

（市役所4階保健センター）
受付10時〜11時

司法書士相談
（1階市民相談室）
10時〜12時　※要予約

シルバー人材センター入会
説明会（当センター会議室）
10時〜12時
離乳食実習

（市立中央公民館）
13時30分〜15時30分

17	 旧3.11 18	 旧3.12 19	 旧3.13 20	 旧3.14 21	 旧3.15 22	 旧3.16 23	 旧3.17
消費生活相談

（1階市民相談室）
10時〜12時／13時〜16時

3歳児健康診査
（市役所4階保健センター）
受付13時15分〜14時30分

映画会「真玉橋由来記」
市立中央図書館 1階大集会室
10時30分〜
子ども読書週間
4 月 23 日（土）〜5 月 15 日

（日）まで
　この期間は貸出冊数 15
冊になります。

24	 旧3.18 25	 旧3.19 26	 旧3.20 27	 旧3.21 28	 旧3.22 29	 旧3.23 30	 旧3.24
乳児一般健康診査

（市役所4階保健センター）
司法書士相談

（1階市民相談室）
10時〜12時　※要予約

1歳6ヵ月児健康診査
（市役所4階保健センター）
受付13時15分〜14時30分

昭和の日

5月
1	 旧3.25 2	 旧3.26 3	 旧3.27 4	 旧3.28 5	 旧3.29 6	 旧3.30 7	 旧4.1

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

地区 収集区域 燃やせるごみ 燃やせないごみ
危険ごみ

資源ごみ
缶・びん類 紙・ペットボトル

Ａ
地区

豊見城（県道7号線東側）、高安の一部、根差
部、嘉数、豊見城ニュータウン、真玉橋、金良、 
長堂、饒波の一部

月・木曜日
5月5日（木）分を5

月6日（金）に収集し
ます。

第1・第3火曜日 火曜日

金曜日
5月6日（金）分は翌
週の5月13日（金）

に収集します。

Ｂ
地区

高安の一部、饒波の一部、豊見城団地、県営豊
見城団地、平良、高嶺、上田（市道25号線東側）、
渡嘉敷、保栄茂、翁長、渡橋名の一部、豊崎

火・金曜日 第1・第3水曜日 水曜日 土曜日

C
地区

豊見城（県道7号線西側）、宜保、我那覇、名嘉
地、田頭、瀬長、与根、伊良波、座安、渡橋名の
一部、上田（市道25号線西側）

水・土曜日 第1・第3月曜日 月曜日

木曜日
5月5日（木）分は翌
週の5月12日（木）

に収集します。

こどもの日〈５月５日（木）〉のごみ収集はお休みです！
収集スケジュールの確認をお願いします。

お問い合わせ
生活環境課

☎850-5520

TOMIGUSUKU CITY PUBLIC RELATIONS　2016.427



　４月は、新入学や入社など周囲
の環境が変わる季節。皆さんの周
りで変化はありましたか？
　新しい環境で新たな気持ちで希
望と少しの不安を抱きつつ、出発
する方も多いと思いますが、まず
は体調管理には気を付けましょ
う！
　私事ではありますが、インフル
エンザを患ってしまったので…ち
なみに僕は、新年度も変わらず広
報担当をさせていただきますので、
よろしくお願いします！	（ゆうき）

　4月に入り、新年度がスタート
しました！卒業シーズンでの寂し
さから一転、入学・入社などで希
望で満ち溢れている方も多いので
はないでしょうか(^^)？？
　私はというと「広報とみぐすく」
作成に関わり早一年がたち、多く
の事を学ばせて頂いています！1
年前の自分を思い出し、気持ち新
たに頑張りたいと思います。
　新たな環境で頑張る為にも、季
節の変わり目の体調管理には十分
気をつけましょう(^^)	（たかひろ）
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全人口 男 女 世帯数
平成28年
（2016年）
2月末日

62,656
人
30,854

人
31,802

人
24,157
世帯

先月比 +33人 +13人 ＋20人 ＋24世帯

　認可外保育施設を利用している「ひとり親家庭」につ
いて、保育料の減免制度が受けられます。
【対象要件】※下記をすべて満たす必要があります。
○  児童扶養手当受給者または母子および父子家庭など

の医療費助成受給者
○  市町村で、子ども・子育て支援法第19条第１項第

２号または第３号の認定を受けた保護者（保護者の
就労・疾病などの理由で保育が必要な保護者）

○  認可保育所の入所申込みをしているが、定員に空き
がないなどの理由で認可外保育施設に入所している
子どもの保護者

お問い合わせ　保育幼稚園課　☎850-5088

　母子家庭の母または父子家庭の父が、就職に有利な
国家資格の取得を目指して2年以上の養成機関に通う
場合、就業期間中の生活の負担軽減を目的とした高等
職業訓練促進給付金を支給し、自立に向けた経済的支
援を行います。
対象資格　  看護師・介護福祉士・保健師・理学療法

士・作業療法士など
支給期間と支給額　訓練促進費（支給対象期間　上限2年）
○月額100,000円（住民税非課税世帯の方）
○月額70,500円（住民税課税世帯の方）
相談・申込期間　4月4日（月）〜4月28日（木）
※申込前に事前相談が必要です。窓口にお越しの前に
子育て支援課までお問い合わせください。

お問い合わせ　子育て支援課　☎850-0143

　平成28年1月29日付で平成27年全国消費者物価
指数の実数値（対前年比0.8%）が公表されました。こ
れを受け、平成28年度の児童扶養手当額および特別
児童扶養手当額については、0.8%の引き上げとなり
ます。
　手当額は、平成28年4月分（平成28年8月期支払分）
から改定となります。
　児童扶養手当および特別児童扶養手当の月額は次の
とおり変わります。
児童扶養手当

平成27年4月〜 平成28年4月〜
全部支給（月額） 42,000円 42,330円
一部支給（月額） 41,990円〜

9,910円
42,320円〜

9,990円
◎2子以上の加算額については、これまでどおりです。
特別児童扶養手当

平成27年4月〜 平成28年4月〜
1級（児童1人につき） 51,100円 51,500円
2級（児童1人につき） 34,030円 34,300円
※現在交付されている児童扶養手当および特別児童扶
養手当の証書には、改定前の金額が記載されていま
す。

お問い合わせ　子育て支援課　☎850-0143

ひとり親家庭等認可外
保育施設利用料補助事業について

平成28年度　児童扶養手当および
特別児童扶養手当額改定のお知らせ

高等職業訓練促進給付金事業の受付について


